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       PE こうち発刊のごあいさつ 

 

 

 

 

 

 

日頃より、公益社団法人日本技術士会四国本部

高知県支部（以下 「高知県支部」）の活動に格別

のご理解ご支援を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 

高知県支部は、今年創立４年目を迎えました。

延べ会員数は 127名で四国では２番目の多さとな

っており、新規技術士合格者をはじめ、順調に会

員数を伸ばしております。これもひとえに関係機

関の皆様や先輩技術士の方々のご指導とご鞭撻の

賜物であると、重ねて心より感謝を申し上げます。 

 

昨年は、日本技術士会創立 70 周年を記念する

全国大会が開催され、「2030 年 SDGｓ達成に向け

て技術士ができること」を大会テーマに、５つの

分科会に 308 名（WEB 含む）が参加者し、基調

講演や幅広いグループ討議が行われました。 

また、９月には、技術士法施行規則が改正され、

技術士の継続研鑽活動実績の管理及び活用を可能

とする公的な仕組みが構築されました。日本技術

士会は、全国の技術士を対象に、その活動の記録

を受理し、確認するための体制と関連する事務を

担うこととなりました。 

 

私たち技術士の継続研鑽は、コンピテンシーの

維持向上であり、PE(Professional Engineer)とし

ての自覚に外なりません。技術士制度改革におい

て議論されている「国際的通用性」においても、

その管理活用は最も基本的エビデンスとなります。 

 

これまで、高知県支部では、技術の継続研鑽は

もとより、高知県下の産業発展に技術的側面から

の貢献を果たすため、全国の技術士同志での交流

をすすめ、一般市民の方々に対する公開講座や防

災セミナーの開催など、様々な活動を行っており

ます。 

また、これらの技術支援活動は、参加者同士の

対面での意見や情報の交換が主な形態でありまし

たが、「新型コロナ感染防止」の観点から、対面を

避けた新たなコミュニケーションを用いた交流や

学習会なども進めています。 

 

高知県支部では、昨年より、これらを更に進め

る取組みとして、支部の HP を立ち上げるととも

に、「支部だより P E こうち（Professional 

Engineers Kochi」を発刊しております。「PE こ

うち」は会員相互の活動や研究の情報交換を図り、

現在中央で議論されている「技術士制度改革」な

どの最新情報を皆様にお知らせできるものと考え

ております。 

 

最後になりましたが、今回も発刊にご協賛いた

だきました企業様には、厚く御礼を申し上げると

ともに、関係の皆様には、引き続き「PE こうち」

を通した高知県支部活動に対するご支援とご理解

を賜りますとともに、末永くご愛読いただきます

ようよろしくお願い申し上げます。  

 

 

     

高知県支部 支部長 

    河野 一郎 

             KONO  Ichiro  



       環境問題 

 

 

 

 

 

真鍋叔郎氏ノーベル賞受賞 

昨年 10 月、愛媛県出身の真鍋叔郎さんがノー

ベル物理学賞を受賞したとの報道があった。同じ

四国出身ということはもとより、「地球温暖化の予

測法開発」という偉業に驚かされた。地球の気候

変動については、ＧＨＧ濃度と、過去からの気象

データに基づく温暖化の傾向が報じられ、近年の

頻発する自然災害とも相まって、人類への警鐘と

して大きく報じられるようになってきた。同氏は、

地球上の大気のふるまいを物理的法則によってモ

デル化し、現在の気候変動モデルの基礎を築いた

とされ、最新の IPCC の温暖化報告書にも活かさ

れている。地球の気候変動が物理学的に証明され

たことになった。 

社会活動とエネルギー消費 

我々人類は、18 世紀半ばの産業革命によって化

石燃料である石炭を手に入れ、さらに工業化の段

階で石油、天然ガス、といった更なる化石エネル

ギー開発のもと、便利で豊かな文明社会を築いて

きた。しかし、それは膨大な化石エネルギー消費

との引き換えであり、非常に長い時間をかけて排

出されたＧＨＧは、不可逆的な地球環境問題を引

き起こしている。 

私たちの使用する「二次エネルギー（電気、精

製されたガソリンなど）」は、様々な社会活動にお

いて消費される。なかでも産業部門は日本全体の

約 46％を占め、製造業においては多くの化石燃料

が使用されている。また、私たちの行動範囲圏を

飛躍的拡大させた運輸部門は全エネルギー消費の

約 23％を占めており、それぞれ「地球温暖化」の

大きな要因となっている。 

現在、産業革命当時に比べて、世界全体の平均

気温は 1.1℃ほど上昇している。今世紀末までの

温度上昇を２度未満にするためには、今世紀末ま

でに GHG 排出量をほぼゼロにしなければならな

いと IPCC の報告書は試算しており、併せて「温

暖化が人間の活動によることを「疑う余地がない」

と結論づけている。 

西日本豪雨災害 

2018 年 7 月、西日本を中心に広い範囲で記録的

な大雨となり、四国でも、多くの死傷者がでる大

災害となった。例年のように繰り返される豪雨災

害は、海水温の上昇（海水温が１度上昇すると、

水蒸気は７％増加する）により、これまでの想定

をはるかに超えた巨大台風の発生や海面上昇は、

特に人口や産業集積の進んでいる臨海部において、

私たちの社会生活を脅かしている。 

私たちは早急に GHG の排出を抑える緩和策と、

台風や高潮などの様々な変化や異変による被害を

抑える適応策に、地球全体で取組んでいかなけれ

ばならないと強く考えている。 

環境問題への日本の責任 

国際社会における日本は、人口で 1.7%だが

GDP では 6.1％を占めるに至っている。しかし、

エネルギーや食糧はかなりの部分を海外に依存し

ており、地球環境から多くの恩恵を受けている現

実のなかで、日本として果たさなければならない

責任は大きい。 

日本はこれまで、社会活動と環境負荷を切り離

すデカップリングに努めている。 

我々も、社会活動と環境問題について、技術士

各部門間での議論を高め、日々消費するエネルギ

ーの一つ一つを考え、社会活動の継続発展と脱炭

素社会に寄与する行動を実践していかなければな

らない。 

 

    

セントラルコンサルタント株式会社 

河野 一郎 

        KONO  Ichiro  



はじめての救急搬送そして入院 
 

四国建設コンサルタント（株） 

小川 修 

OGAWA Osamu 

 

１．はじめに 

昨年の4月に、脳梗塞を発症し一ヶ月の入

院生活を余儀なくされた。子供の時から病弱

で小学校の時に留年させられそうになった

（本人は知らないが、後日聞いた話）くらい

であるが、幸いにもこの年まで入院したこと

はなかった。また、小学校の時は３度の骨折

に見まわれたが、それでも入院はしていなか

った。成人してからも、多少のケガとか内視

鏡による除去手術は経験しているが、病院生

活は送ったことは無かった。それが、この年

になってはじめての入院そして、はじめての

救急車。思い出しながら、徒然に書くことに

しよう。 

２．発症と入院まで（そのときは突然に） 

社屋が一宮に引っ越してからは、天気の良

い日は毎日のように昼休みに近くの土佐神社

に運動がてら散歩をするようにしていた。土

佐神社に参拝して、奥の方にある別の神社に

猫（野良猫が住んでいる）の参拝（？）を行

い、その後東の方にある住宅地を巡って会社

に帰ってくるコースである。時間にして３０

分くらい、距離はおそらく２ｋ程度である。

４月の２３日に、いつも通り散歩に出かけ、

住宅地を歩いている時、何か引きずるような

ザーザーという音がしているのに気がついた。

後ろを見ても足下を見ても何もない。おかし

いなとよくよく見ると、右足が引きずってい

るのに気がついた。しかし、痛みも何もない。

体調も悪くない。気のせいかなと思ったが、

やはり右足が上がっていない。まあ、どこか

調子が悪いのだろう。そのうちに直る。と高

をくくった。これが、今にして思えばまずか

った。脳梗塞になると思っていないし、予備

知識なども無い。そして、放置してしまった。 

翌日の土曜日は、知人の息子さんの結婚式

であった。多少足は気になるものの、まあま

あ普通に歩くことが出来、結婚式にも出席し

た。しかし、写真を撮影し家族にラインで送

ろうと携帯をつつき始めたが、右手がいつも

と違うことに気がつく。細かいタッチなどが

できないのである。やはり、どこかがおかし

いと本人も認めざるを得ない状況である。 

結婚式も無事終わり帰宅。家でくつろいで

いて、立ち上がろうとすると、何故かよろめ

く。だんだんろれつも回らないときがある。

翌日曜日は、実家へ帰り畑仕事をするが、や

はり時々よろめく。だんだん不安になってき

た。しかし、月曜日は会社の会議の日である。

元来まじめな（？）性格がこのときは災いし、

月曜日もいつも通り出社し、会議をなんとか

こなす。しかし、このとき廻りの人たちは後

日談で、おかしいことに気づいていた人も。

それはそうである。しゃべりがおかしいのだ

から。会議後、気になってパソコンで症状を

検索してみることに。どうも、症状からして、

脳梗塞もしくは脳腫瘍である。やれやれ、一

大事だとあらためて気づかされる。部下が書

類を持ってきたが、ハンコがうまく押せない。

いよいよ持って、ダメである。部下に状況を

はじめて説明し、明日病院にいくから、もし

かしたら、少し休むかもと告げる。 

３．はじめての救急車 

その日に帰宅後、家族に脳の病気かもしれ



ないと、説明し翌日病院へ行くことに。普通

に行っても、病院は忙しいのでなかなか精密

検査までするのに時間がかかる。仕方なく救

急車で医療センターに行くことを決める。 

翌日の朝８時くらいに、救急車を要請。静

かな住宅地に鳴り響くサイレン。（鳴らさずに

来てくれるように頼めば良かったが）まだ、

歩くことは、なんとか可能であったため、自

力で救急車に。車内に寝かされ、行く病院の

希望や症状などについて、質問攻めである。

横になったままで移動するため、どこら当た

りを通っているかも全くわからない。これが

救急車か、と車の中の天井を見つめながら、

さてこれからどうなるだろうと不安で一杯だ。

最悪、頭をかち割って、脳の手術とかと悪い

ことばかり想像してしまう。 

まもなく救急車は、医療センターに到着。

当然救急搬送で行ったため、受け入れ側も万

全である。最初の看護師さんからも、同じよ

うに症状などを細かく聞かれた。（この後も結

局同じ質問を２～３度答えたが）その後、MRI

検査やその他の検査を実施。先生や看護師さ

んが何やら相談をしている。出血は見られな

いとか、ムニャムニャ。どうやら、頭をかち

割ることは避けられたようである。その後、

昼前には、病棟に移されて、入院生活が始ま

った。診断結果は、軽めの脳梗塞である。血

栓により脳の一部が機能していないそうだ。 

コロナの影響で病棟に行く前には嫁さんと

別れ、会社にも携帯で超簡単に入院する旨を

説明。 

４．入院生活（その１） 

その日から、点滴治療が始まった。２４時

間点滴を三日ぐらい行った。あとで、看護師

さんに確認したが、点滴の内容は、血液さら

さらにするものと、血圧を安定させるもであ

った。脳梗塞発症から４～５時間以内であれ

ば、血栓を除去することが可能だが、私の場

合４～５日経過している。万事休す。当然な

がら始めての発症であり、あとであのときに

救急車を呼んでいればってことになるが、前

述の通りその時は、まったく気にしていなか

った。また、幸いにも症状が、軽かったため

点滴が外れてからは、以外にも自由であった。

散歩などの運動もリハビリを兼ねて行うとよ

うにと、推奨してくれた。又、看護師さんた

ちは、とても親切に接してくれ本当に感謝で

ある。ただ、コロナで当然皆さんマスクを着

用しているため、顔が雰囲気しかわからず、

名前を覚えたのは２週間いて、直接お世話し

てくれた４～５人くらいである。看護師さん

は、交代制の２４時間体制であり、コロナの

ため休日の外出も自粛しているそうである。

本当に頭が下がる。ワクチンは、２回の接種

は終わっていると話してくれた。一人男性の

看護師さんがおり、３９度くらいに熱が出て

大変だったらしい。また、私が入院した病棟

は、脳関係の救急病棟で有、散歩するのに気

が引けるくらいの重い症状方もいた。 

さらに、医療センターは、ご存じの通り県

を代表する救急病院であるため、ヘリコプタ

ーが常備されており、多いときは日に何度も

屋上までヘリで搬送されてくる。棟の一番上

はコロナ病棟であり、当然ながら出入りは厳

重となっているとのことであった。ちなみに、

私のいたフロアも救急病棟のため、出入りが

制限されていた。さらに、コロナのため面会

は出来なく、携帯も医療機器に影響があるた

め使用できない状況であった。（別フロアに行

けば後に使用できたが） 

先にも書いたように、入院生活は比較的自

由で、食事はまずくもなく旨くもない。（血圧

の関係で減塩）また、検査以外は、比較的暇

でリハビリ的なことも多少行った。但し、し

ばらくは、右腕が動かない日もあり、ろれつ

も改善したわけではなかった。風呂は、自分

で洗えたため毎日シャワーをした。消灯は、

９時であり、そうなると朝も早い。何か外部

と完全に遮断された快適なムショ暮らしの様

相で会った。右腕は、リハビリの一環でパソ



コンを打つ練習をしたが、それから改善した

ように思えた。脳が血栓で一部詰まったため、

運動機能が麻痺しており、一生懸命別の脳内

回路を探して機能回復させているそうである。 

こうして2週間程度の医療センター入院は

終わることになる。この間、救急患者が次々

と搬送されてくるため、２回ほど部屋を代え

た。また、医療センターは、基本的には長く

いれないため、次のリハビリ病院へ移るよう

に斡旋された。脳梗塞を起こすと運動障害が

残るため、車の運転を再開するためにも、運

転シミュレーション設備がある近森リハ病院

に移動した。この際、嫁さんの運転で久しぶ

りにシャバの空気を吸った。但し移動の１時

間弱であるが・・・ 

再び、ムショ暮らしが再開。 

５．入院生活（その 2） 

近森リハでは、贅沢にも個室をお願いした。

実は、本人はすぐにでも退院できると思って

おり、短期間なら個室にしようと判断した。

医療センター時に４人部屋で、一人イビキが

うるさい人がおり、それに過大に反応する人

とのバトルを目の当たりに見ており、平穏な

入院生活を送りたかった次第である。 

ここでの食事は、かなりの評価が与えられ

る。個人的には、４～５の間である。後に栄

養士さんと話す機会があったが、院長のこだ

わりで相当力を入れているようである。当然

減塩ではあるが、気にならないくらいである。

また、入院中の日々の内容は、運動機能のリ

ハビリと運転に必要な能力のリハビリが、各

１時間程度。あとは自由である。またしても、

歩くことに専念していた。あとは携帯もテレ

ビも自由なため、のんびり過ごしたが、やは

り外部との接種や外出は厳禁。またしても、

快適なムショ暮らしが続くこととなる。 

運動のリハビリは、主に体幹と自転車であ

った。スクワットも必ず毎日行った。結構な

運動量のため、終わったときは汗びっしょり

である。１時間程度なのに、これくらい日々

運動すれば長寿になるであろう。（退院後、 

今では、すっかり元通りであるが） 

運転のリハビリは、記憶力や判断力、反射神

経に関するものであった。反射神経（動態視

力）は、人並みであったが、記憶力とか知能

指数の試験のようなものは、得意であった。

（これをつかさどる脳は、やられていなかっ

たようである）指導員も結構驚いていた。 

 運転シミュレーションは、何度かやったが

テレビゲームのような感じであり、個人的に

は効果が無いと感じた。画面を見てその状況

に応じてハンドルやアクセル、ブレーキを操

作するのだが、やはり実物でないと訓練にな

らない。おそらく、どの程度の状況判断が出

来るかを見ているのだろう。 

こんな日々を送りながら、退院の目処につ

いて看護師さんにある日たずねた。医療セン

ターから移動してきて、最初に大勢に人に囲

まれ、片足立ちしたり歯磨きしたりをさせら

れた。おそらくこの人物がどの程度の障害が

あるのか、みんなで観察しその後のスケジュ

ールを組み立てたのだろう。しかし、私には

何一つ聞かされておらず、今後のおおよその

計画もわからない。ただ、なんとなく日々の

リハビリをこなすのみである。個人的には、

こんなムショ暮らし、一日も早く脱走したい

と思っていた。そこで、ある日看護師さんに

いつ頃退院になりそうか尋ねた。その返事は、

「人によって当然違いますが、だいたい早く

ても１ヶ月くらいですね」。絶句である。思わ

ず大きな声を出してしまった。「どういう工程

で、今後どのような状態になれば退院になる

のか、ちゃんと説明してくれ」と怒鳴ってし

まった。この看護師さんは、たまたまその日

の担当であっただけで何の責任もない。申し

訳ないことをした。後日退院のときにも謝り

を入れた次第である。日を変えて担当の医師

がきた。最初からこちらの希望を伝えてあっ

たのだが、今まで何の説明もないことなどを、

ぐちぐちと言ってやった。ちなみに担当医師



は、女医さんで有、怒鳴った看護師は男性で

ある。これが功をそうしたのか、結局２週間

強で無事脱走の運びとなった。運転のリハビ

リの担当の人は、最初から好意的で早く退院

したいことも理解してくれており、非常に助

けられた。運動と運転のリハビリの人が、能

力的なものを判断し、退院のゴーを出して担

当の医師にプッシュしてくれないと診断書へ

とつながらないからである。 

そして、退院の日を迎え、嫁さんの運転す

る車で１ヶ月ぶりの我が家へ。やはり、どん

なぼろ家でも、粗末な布団でも我が家は良い

ものである。 

６．復職と免許センター 

退院後数日は、自宅で過ごして身体をなら

し、その後仕事に復帰した。しかしながら、

車の運転が出来ないので送り迎えをしてもら

うことに。やはり、車が運転できないと何か

と不便である。 

復職して１週間くらいして、再び休みをも

らい枝川の免許センターへ。近森リハにいる

ときに、退院の日程が決まると同時に、免許

センターの予約を手配していた。嫁さんに送

ってもらったが、子供も丁度休みのためつい

てくることに。到着して受付するとすぐに、

検定もどきが始まった。まずは、動態視力の

確認から。近森で似たようなことをやってき

たため、特に問題なし。１００点である。子

供もこれには、感心していた。その後実車を

使っての運転の検定である。４０数年前に自

動車学校で検定を受けて以来である。教官（警

察官）が横に乗った状態で、コースを走る。

Ｓ字クランクやバックの車庫入れ等々もある。

特に問題無かったが、外回りのコースへ入る

とき、わかりにくい車線のため、少し相手側

車線に入りそうになった。教官がブレーキを

踏む。医療センターにいるとき、看護師さん

から検定の状況を少し聞いていた。「よっぽど

のことが無かったら、合格ですよ。たとえば、

反対車線を走るとか。」まさしく今である。い

やな予感が脳裏を横切る。そして、実地試験

が終了した。検査教官いわく、「あそこはコー

スがわかりづらくなっているが、そのほかは

特に問題無かったのでこれで終了です。」こう

して、晴れて免許皆伝である。 

７．あとがき 

最後まで、くだらない文章にお付き合い下

さり、ありがとうございました。 

幸いにも日常生活は、殆ど不自由のない程

度には回復しています。が、この病気を経験

し、いろいろ変化があったように思います。

まず肉体的には 

・５キロほど痩せて、ベルトがふたつ縮ま

った。これは、酒を基本的に飲まなくなった

せいである。（昔は、毎日あびるように飲んで

いた） 

・まだ、昔のようには手足が動かない。直

ることもないだろう。 

・体幹が悪く、ふらつきがどうしてもある。 

・右手の力が極端になくなった。 

・時々、うまくしゃべれない。 

そのほかには、 

・近い将来のことを真剣に考えるようにな

った。特に再発の恐れがあり、入院中に車椅

子の人をイヤと言うほど見てきたので。（ちな

みに、再発のリスクは１０年間で５０％ほど

ある。辛い。） 

・バリヤフリーの施設が本当に必要と思え

るようになった。 

 

そしてなによりも 

・健康でいることが本当に有り難いと思え

るようになった。なにがなくても 

 

「健康第⼀である」 



令和 3 年度 第 27 回青年技術交流会報告 
 

四国本部青年技術士交流委員会 

 副委員長 

中根 久幸 

NAKANE Hisayuki 

 

１．はじめに 

令和3年4月17日に四国本部青年技術交流

委員会と高知支部で共催した「第27回青年技

術士交流会」について報告いたします。 

青年技術士交流委員会とは、平成25年に発

足された（公社）日本技術士会四国本部の常

設委員会のひとつで、「若手技術士を中心とす

る技術者ネットワークを構築し、会員相互の

能力向上を果たすと共に、技術士としての職

能を地域社会に幅広く浸透させ、技術士の地

位向上を果たすことを目的とした活動を行

う。」を活動方針に掲げ、今年で9年目を迎え

ます。 

発足当時から、コンパクトにまとまった四

国地方の利便性を生かし、四国4県を跨いだ

交流を活発に行ってまいりました。しかし、

令和 2 年度・3 年度は昨今の事情から、WEB

会議システムを活用したリモートでの交流会

が主流となり、移動を伴う交流が図られてい

ないのが現状です。 

このような状況の中、令和3年度のトップ

バッターとして高知での開催が決定しました。 

 

２．交流会企画 

令和2年度は、香川県は自前で制作した動

画を交えた講演会、徳島県はWEB会議システ

ムをフル活用した参加型の講習会が開催され、

委員内で、次はどのような手法を取り入れる

か、期待が膨らんでおりました。 

これまで高知で開催された交流会は、昼間

の催しに関わらず、夜の交流会も楽しみにし

てくださる方が多く、実際に夜の部のみにわ

ざわざ徳島から来られた方も居られる程です。 

そこで、「高知といえば・・・」をキーワー

ドに、企画を立てることとしました。そうす

ると、自然に「カツオ」が思い浮かんできま

した。 

高知では、日常の食卓は勿論ですが、県外

からのお客様を招いた会食や、少し高価な贈

り物など、「カツオ」は非常に身近で、且つ、

自慢の特産品であります。その一方、当たり

前過ぎて、カツオを取巻く状況は、あまり知

られていないと思います。 

そこで、従前から夜の交流会では主役であ

った「カツオ」を、昼の部で取り上げること

としました。 

 

３．カツオの番記者 

『カツオ、あなたが知っているのはその味

だけですか？―カツオ、カツオ言うたち、お

まさんら知っちゅうかよ―』と題して、高知

新聞社の八田大輔氏を講師にお迎えし、講演

会を開催する運びとなりました。 

八田氏は、神奈川県出身でありながら、一

本釣り漁船にも実際に乗り込む等、10年間あ

らゆる角度からカツオを取材されてきたカツ

オの番記者です。 

海洋環境の変化、海洋資源の減少、漁業を

取り巻く世界情勢、ＳＤＧｓ、2017年に設立

された高知カツオ県民会議等、実は知ってお

きたいカツオを取巻く現状が隠されておりま

した。 



４．交流会当日 

開催方式は、WEB 会議システムを用いたオ

ンライン方式を基本としましたが、感染症対

策を実施した上で、(株)第一コンサルタンツ

の会議室をお借りして、会場での聴講も可能

としました。当日は、WEB聴講が15名、会場

聴講が13名、合計28名の参加となりました。

事前準備も十分であり、会場設備に支障もな

く、スムーズに講演会を進行することができ

ました。 

ここで講演内容について、簡単に紹介させ

ていただきます。前半は「カツオの漁獲と資

源」、後半は「カツオを未来へ」と題して、講

演が進められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 会場の様子 

 

(１）カツオと高知 

高知はカツオの消費量が全国1位だそうで、

2018年～2020年の年平均消費量は、2位仙台

市の1,928(g/世帯)に2倍以上の差をつけて、

高知市は4,108(g/世帯)とのことでした。 

しかし、近海カツオ漁船の数は、2021年調

べて宮崎県が 18 隻と最も多く、高知県は 11

隻で全国2位であること、一度に多くの漁獲

高が期待できる「巻き網漁」を行う漁船が高

知県内では操業されていないこと、高知県の

一本釣り船での漁獲高は、全国漁獲高の2割

程度であること等、決して高知はカツオ漁獲

高日本一ではないとのことでした。 

それでは、なぜ高知に新鮮なカツオが揃う

のかと言えば、全国から高知にカツオが集ま

るからだそうで、全国のカツオに価値を付け

る県であり、「カツオ売り場を乾かしてはいけ

ない」と言われているそうです。 

（２）カツオの世界情勢 

かつて中西部太平洋のカツオ漁は、日本の

一本釣り船が主流でしたが、1980年代から各

国の巻き網船が参入し、カツオ分布の中心と

いえる熱帯海域で操業している漁船は270隻

を数えるようです。さらに、船の大型化が進

み、日本近海でマグロを狙う船は135トン級

であるのに対し、千～2 千トン級が主流であ

るとのことでした。また、フィリピン、イン

ドネシア両国の年間漁獲高は約40トンで、日

本の1.7倍に相当すること、日本近海では漁

獲対象とならず、流通もしない体長30cm以下

の小型魚が大半を占めているとのことでした。 

ところで、このような小さいカツオ、10cm

程度のカツオ節となり日本に輸入され、粉末

化した後に汁や調味料の原材料になっている

ようです。 

（３）高知カツオ県民会議 

「高知県の県魚であり、地域を代表する食

素材であるカツオを、地域の誇りとして将来

にわたり維持していけるよう、高知に、そし

て日本にカツオを取り戻す目的で、「高知カツ

オ県民会議」を立ち上げる」(高知カツオ県民

会議HPより)を目的に、2017年に設立された

有志団体です。研究者や行政主導の「日本カ

ツオ学会」と異なり、企業経営者らがけん引

する点が特徴のひとつとのことでした。 

 

５．おわりに 

WEB 会議システムとの併用の他、特に新し

い仕組みを取入れるには至りませんでしたが、

高知を訪れたような、高知のことを知ってい

ただけるような内容をとの思い付きから始ま

りましたが、最後には国際的な海洋資源の現

状を知る絶好の機会となりました。また、身

近なことでも、国際的な潮流の中で変化して

いることを改めて実感することとなりました。 



修習技術者支援委員会活動報告 
 

修習技術者支援員会 

松本 直 

MATSUMOTO Nao 

 

１．はじめに 

修習技術者支援委員会は、修習技術者(第一

次試験合格者、JABEE認定課程修了者)への修

習プログラム及び指針の提供を目的として、

修習技術者向けの研修会や学生への技術士制

度の説明会などの活動を行っております。 

本報告では、令和3年度の修習技術者支援

委員会活動報告を行います。 

２．「技術士及び技術士制度説明会」 

1) 説明会概要 

令和3年12月6日（月）に高知工業高等専

門学校において、技術士及び技術士制度説明

会を行った。説明会の対象は専攻科生の全専

攻（ソーシャルデザイン専攻）の1年生であ

り、参加人数は、15名であった。 

2) ｢(公社)日本技術士会四国本部の紹介｣ 

発表者:修習技術者支援委員会 副委員長 

横山 成郎 氏 

横山氏から(公

社)日本技術士会

四国本部の紹介と

して、四国本部の

組織概要やビジョ

ン・強み、事業方

針の他、各委員会の活動概要について説明が

あった。 

3) ｢技術士及び技術士制度について｣ 

発表者:修習技術者支援委員会 委員 

佐川 徳和 氏 

佐川氏から「技術士及び技術士制度」と題

して、技術士・技術士制度の説明を行った後、

修習技術者の修習のあり方や修習課題とその

基本的考え方について説明を行い、技術士第

二次試験の概要説明

を行った。 

また、「技術士資格

の活用」として、求

められる技術者モデ

ルや実際に組織で活

躍する技術士の説明

を行った。 

4) ｢青年技術士としての活動｣ 

発表者: 青年技術士交流委員会 委員 

中根 久幸 氏 

中根氏から自身の

技術士としての活動

内容や四国本部での

青年技術士交流委員

会の活動状況につい

て説明があった。 

また、今回の説明会には、新たに青年技術

士交流委員会に加わった黒川氏と伊東氏も参

加し、参加者からの質疑に対して自身の経験

を説明した。 

5) アンケート結果 

説明会後、アンケート調査を行い、アンケ

ートは、15 名の提出があり、回収率は 100%

であった。この中で、｢もっとよく知りたい･

詳しく知りたいと思うこと｣について、｢企業

での活躍や処遇の実態｣の回答が最も多かっ

た。この項目について説明会でも補足説明を

横山氏の発表 

佐川氏の発表 

中根氏の発表 

黒川氏・伊東氏の質疑応答 



行ったが、まだまだ不十分であったと思われ

る。これは、具体的な活躍の場をもっと知り

たいという事の表れではないかと考えられる。

今後は、技術士の活躍に関する具体事例を充

実させた説明会としたい。 

３．「第 45 回修習技術者支援セミナー」 

1) セミナー概要 

令和3年12月17日（金）に修習技術者(技

術士第一次試験合格者及びJABEE認定課程修

了者)並びに技術士を対象として、Zoom によ

るオンライン形式での第 45 回修習技術者支

援セミナー(高知県･徳島県)を開催しました。 

セミナーは、高知県の(株)第一コンサルタ

ンツをホスト会場として開催し、四国4県に

広島県を含む5県から13名(内、修習技術者

5名)の参加があった。 

2) ｢技術士試験と修習のあり方について｣ 

発表者：修習技術者支援委員会 委員 

谷本 陽一(徳島県) 氏 

谷本氏から「技術士試験と修習のあり方に

ついて」と題して、技術士制度の説明、修習

課題と資質能力、修習のあり方及び私の修習

事例の講話があった。 

谷本氏の講話は、目的が明確であり、わか

りやすく構成されていた。また、「私の修習事

例」では、「修習課題と資質能力」と関連付け

て、実際の取組み内容を解説されており、技

術士第二次試験合格を目指している、修習技

術者の方々にとっては、参考になる講話であ

った。 

3) ｢質疑応答｣ 

質疑応答は、セミナーに参加している修習

技術者の方をホスト側より指名して実施した。 

質疑では、「試験対策として大切なことは何

でしょう」、「4 年後の試験に向けて具体的な

修習のあり方はどの様にすればよいでしょう

か」といった内容であり、それぞれの質疑に

対して、谷本氏や他の参加者から回答があっ

た。 

4) アンケート結果 

本セミナーは、オンライン開催であり、ア

ンケートを直接回収することができないため、

Google フォームを利用し、セミナー後、Web

サイトからアンケートに回答して頂く方式を

採用した。アンケートは、11名の方から回答

があり、回答率は、84%であった。(重複回答

を除く) 

アンケートの回答は、「セミナー参加の目的

の達成度」について、達成されなかったとい

う回答はなく、「技術士制度の理解」について

も、理解できなかったという回答はなかった

ことから、本セミナーの目的は一定達成でき

たと考えられる。 

四国本部では、オンラインでの修習技術者

支援セミナー開催は、初めての試みであり、

関係者による事前打合せ(オンライン開催)を

行うなど、開催までの手間を要した。しかし、

開催場所の地理的制約がなくなるため、四国

4 県からの参加が可能であり、セミナー開催

の周知を徹底し、修習技術者にとって有用な

コンテンツを提供することにより、今後のセ

ミナー参加者の増加を期待できると思われる。 

ホスト会場でのセミナーの様子

質疑応答の様子 



近自然の川づくり 

～人と生き物との共生を目指して～ 
 

近自然河川研究所 

有川 崇 

ARIKAWA Takashi 

 

１．はじめに 

日本では、「多自然（型）川づくり＊」がす

べての川づくりの基本となっている。しかし、

近年各地で多発している水害とその復旧状況

などをみていると、特に水中生物の生育・生

息・繁殖環境に対して十分な配慮がなされて

いない事例が多いと筆者は感じている。その

原因の一つには、「“多自然型”の材料を使い

さえすればよい」という河川技術者の思い込

みが未だにあることが挙げられる。そのこと

が、本来検討されるべき水中生物への配慮事

項を見落とすことに繋がっているのではない

だろうか。 

本稿では、特に忘れられがちな水中部（河

床部）について、多自然川づくりで重要な視

点と、筆者が関わった事例を紹介する。 

 

２．川づくりで重要な視点 

●重要な視点①：物理環境の多様性 

川づくりにおいて、人の手で整えられるの

は川の「物理環境」である。ここでの物理環

境とは、川底の形や石の大小、流れの緩急な

どのことで、生態ピラミッドのベースであり、

水中生物にとっての住環境でもある（図 1）。 

言い換えれば、河川生態系を支えている「物

理環境の多様性」を確保することが、多様な

生き物の住処を提供することになる。 

●重要な視点②：瀬と淵 

上記の物理環境のなかでも、多くの水中生

物にとって特に重要なのが「瀬と淵」である。

日本の代表的な川魚である「アユ」で瀬と淵 

 

の役割をみてみよう。 

アユは川石に付着する藻類を食べる。この

藻類が豊富な“瀬”は、アユにとって「餌場」

である。一方、流れの緩い“淵”は夜間の「休

息」や出水時の「避難場所」である（図 2）。

この“瀬”と“淵”がセットで存在すること

がアユの生息（生活）には欠かせない。 

瀬と淵ができる河床は、出水時に適度に攪

乱される河床でもある。その攪乱作用が複

雑・多様な物理環境を創出し、そこに多様な

生き物が暮らせるのである。 

 

「物理環境の多様性」と「瀬と淵」に注目

して川を見ていけば、設計や工事でどのよう

な配慮が必要なのかが見えてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 河川における生態ピラミッドの例 

 

 

 

 

 

 

図2 瀬と淵の役割（例：魚類） 

＊多自然川づくり(定義)：河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生

息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・創出するために、河川管理を行うこと 
出典：多自然川づくり基本指針（https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/tashizen/index.html）



３．事例紹介 

●事例１：水制で瀬と淵を再生（高知県 伊尾木川） 

護岸整備前（図 3_S50 写真）の河床には、

みお筋蛇行に応じた瀬と淵が形成されていた。

しかし、護岸整備後（図 3_H22 写真）は、

みお筋が護岸に貼り付き、単調なトロ状の流

れになっていた。これは、直線護岸により岸

際の流速が増大し、護岸前面の河床が洗掘さ

れたためだと考えられた。 

この場所で再び瀬と淵ができるようにする

には、護岸で乱したみお筋蛇行を再生する必

要があった。そこで、筆者は流れを対岸へ誘

導する水制群（3 基）を既設護岸の前面に設

計した。対策はそれだけである。対策後は、

川が自らの営力で水制周りの河床を攪乱し、

護岸整備前の河床に近い瀬と淵が再生された

（図 3_H28 写真）。 

水制完成後も、周辺では護岸整備が行われ

ている。この場所での経験・教訓を活かして

いくことが大事である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 水制により低水護岸の河床への影響を

抑え、瀬と淵を再生した現場（伊尾木川） 

 

●事例２：土砂還元で瀬を再生（静岡県 天竜川） 

天竜川の秋葉ダム下流では、ダムで土砂供

給が断たれたことによる河床低下が起き、瀬

が小規模化してトロ状になっていた（図

4_Before 写真）。 

ここでは、河床環境を再生するため、過去

に大規模な土砂還元（砂礫の供給）が行われ

たが、瀬は再生しなかった。なぜなのか、答

えは現場を観察して解った。 

現場周辺の瀬をみると、その基盤（骨格）

は“巨石”であった。小規模化した瀬では、

この“巨石”が流失していた。そのため、細

かい砂礫をいくら供給しても瀬は再生しなか

ったのである。 

そこで、ダムの堆砂処理で発生した巨石を

失われた瀬に投入し、瀬を骨格部分から再生

した（図 4_After 写真）。その施工にあたって

は、近自然の石組み技術を用いた。 

対策後にアユの生息状況（ハミ跡被度）を

専門家が調査した結果、多くのアユが再生し

た瀬を利用していることが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 ダムの堆砂処理で発生した巨石を利用

し瀬を再生した現場（天竜川） 

 

４．おわりに 

川の事象には不確実性があり、人の手でで

きることにも限りがある。河川技術者はこの

ことを理解した上で、「生物に配慮した設計⇒

施工⇒事後観察」のサイクルを回しながら、

個々の現場で得た経験を、次の現場に活かし

ていくことが重要である。多様な生物が棲む

豊かな川を後世に残すためには、河川技術者

一人一人の研鑽が欠かせない。 

※本稿は「第73回CPDセミナー（四国本部高知県支部主催,令和3年11月19日開催）」での講演内容を抜粋・再編したものである。



小学校での出前授業を経験して感じたこと 
 

 

株式会社 地研 

宮地 修一 

MIYAJI Syuichi 

 

１．はじめに 

弊社は1970年に設立され、長年に渡り高知

県内はもとより、四国をはじめ数多くの地盤

を調査し、豊富なデータの蓄積、地盤の安全

に関する解析や評価等を行ってきた地域密着

型の地質系コンサルタントである。お陰様で、

2020 年 1 月に無事 50 周年を迎え、会社の経

営理念の再考や組織改革、会社ロゴの一新、

ホームページのリニューアルなど、これから

も社会に必要とされる会社を目指して、心新

たにしたところである。その活動の一環とし

て、地域への恩返しをテーマに、弊社の有す

る科学技術を活用した小学生対象の出前授業

を行うこととなった。 

本稿では、小学校を対象とした出前授業の

概要、児童の反応や先生の声などを紹介し、

授業を行った雑感をとりまとめた。 

 

２．出前授業の事例紹介 

出前授業の内容は、弊社の得意とする地形･

地質や防災に関連するものをベースとし、高

知県内の2校で、ご配分頂いた総合学習の時

間で実施した。 

2.1 本山町立吉野小学校の事例 

吉野小学校は、高知県中央部の四国山地に

位置する中山間地域の小規模な複式学級の小

学校である。外部講師を招いての防災学習や

フィールドワークのほか、子どもたち自らが

地区ごとに防災マップを作成し、（一社）日本

損害保険協会主催の「ぼうさい探検隊マップ

コンクール」では上位入賞の経験もあり、以

前から防災教育に対して精力的に取り組んで

いる小学校でもある。 

授業は5・6年生の12名(当時)を対象に、

2020年9月11日(金)の総合学習の1コマ（45

分）を頂き、理科室での座学で行った（写真

-1）。当時の校長先生から「川に関すること

で話して欲しい」とのご要望だったので、「川

とは何か」をテーマに授業内容を組み立てた。

ただ川の話をするだけでは面白くないため、

バットと土を持ち込み、模擬的に川を造り、

川の流れや侵食などを直にみてもらうなど、

ちょっとした体験をしてもらった（写真-2）。

また、「川は陸地の○○○」の○○○に入る言

葉を当てるクイズを出題し、授業に児童を引

き付け、内容理解をより深めるように工夫し

た。 

 

 

 
写真-2 バットと土による水の流れと堆積の実験風景

顔写真の掲

載をお願い

します。 

写真-1 パワーポイントによる授業風景 



2.2 高知市立初月小学校の事例 

学校区に弊社が含まれる初月小学校は、全

校生徒757名(当時)の高知市内でも指折りの

大規模校である。当時の校長先生も外部講師

による総合学習に注力しておられ、弊社の申

し出を快く受け入れて頂き、渡りに舟の状態

であった。授業は、総合学習の5・6年生の約

240名が対象で、「初月小学校の土地の成り立

ち-小学校の地盤はどのようにしてできたの

か！-」のタイトルで体育館での座学で、2020

年10月26日（木）に行った。 

授業では、筆者が地盤・地質の基礎と学校

周辺の地形の成り立ちについて説明した。大

人数に対する授業であったため、可能な限り

児童を引き付ける必要性を感じた。通常の説

明に加え、途中でクイズを出題し、ボーリン

グ調査の動画に合せて解説するなど、授業に

変化をつけて、児童を飽きさせないように配

慮した（写真-3）。また、ボーリングコアや

計測機器など、普段あまり目にすることのな

い地盤調査に関係する資料や機器も展示し、

活発な質疑応答や資機材の体験も行われ盛況

であった（写真-4）。 

 

 

 

３．出前授業を行って感じたこと 

吉野小学校では、初めは質問をしても恥ず

かしがって話をしてもらえなかったが、川の

実験で距離が縮まり、感想や意見を話してく

れるようになって、クイズの答えである「芸

術家」の3文字にたどり着くことができた。

コロナ禍の昨今、対面や密集した授業が難し

い時代であるが、お互いの息遣いを感じるこ

とができるような距離感の重要性を改めて感

じた。また、何となく眺めていた川が、色々

な地形を造ることを理解してもらったことで、

理科（特に地学）の面白さを再認識してもら

えたことも有意義であった。 

初月小学校では、大人数の児童に対して、

如何に気持ちを切らさない授業が出来るかが

課題であり、クイズや動画、展示物コーナー

など、双方向のコミュニケーションが功を奏

したと考えている。展示物コーナーでは、地

質技術者なら珍しくない堆積物の礫であって

も、「これが深さ10mのところの石ころだよ」

と説明してあげると、目を丸くして話に聞き

入ってくれた。また、出前授業が終わったあ

と、児童の皆さんから心温まるお礼状が届い

た。「私も皆さんのようなプロフェッショナル

になりたい！」と書いてくれた児童もおり、

リップサービスであったとしても、仕事のや

りがいを感じることができ、技術者冥利に尽

きる思いであった。 

 

４．おわりに 

総合学習では、外部講師と連携することで、

学習内容や品質もより向上し、児童達の学ぶ

意欲の後押しや教職員の負担軽減にも寄与す

るものとなり、学校側のメリットも大きいと

考える。一方で、支援する側も専門分野の内

容を分かりやすく説明する能力や、求められ

る要件に対応する能力など、業務能力の向上

にもつながる重要な経験となる。今後とも、

自己研鑽の一環として、出前授業の活動にも

積極的に取り組んでいきたい。 
写真-4 体育館での展示物コーナーの見学風景 

写真-3 体育館での授業風景(感想や質疑応答中)



技術士二次試験体験記 

 

 

 

 

 

１．自己紹介 

私は高知県内で生まれ、高校、大学と県内の学

校に進学し、その後、2011 年に現在の職場である

構営技術コンサルタント株式会社に入社しました。

学生のころより地質学に興味があり、大学では理

学部に在籍し、地震に関する研究を行っていまし

た。入社後は大学で学んだことが生かしたいと思

い、地質調査部門に所属しています。ただし、近

年では地質調査に限らず、地下水調査や地盤解析、

各種構造物点検、小規模な構造物の設計業務など

幅広い分野に携わり、日々研鑽を積んでいるとこ

ろです。 

私が入社した 2011 年は東日本大震災が発生し

た年であり、その当時はなにがおこっているのか

もよくわからず、東北が大変なことになっている

なと思いながら、入社式を迎えたことを記憶して

います。震災から 10 年以上が経ちましたが、南

海トラフ沖巨大地震の発生が予想される高知県に

おいては、地震災害は他人ごとではなく、建設コ

ンサルタントとして、人命を守るためのインフラ

整備や、ソフト対策といった防災関連業務に携わ

れることは本当にやりがいがあり、社会的に必要

な仕事だと思っています。 

 

２．技術士二次試験を受験したきっかけ 

入社当時より、弊社では技術士の資格を持って

いる先輩社員が多く在籍しており、「自分も時期が

来たら受験するもの」、「建設コンサルタントとし

て必要な資格」という意識がありました。また、

業務を行う上でも重要な要件となることが多く、

受験資格が得られれば、挑戦したいと思っており、

少しずつですが、過去問を眺めたり、月刊誌のコ

ピーをとったりと、試験に向けた準備をしていま

した。 

 

その後、受験資格が得られたことから 2017 年

より技術士二次試験にチャレンジし始め、合格し

たのは 2018 年の 2 回目の挑戦でした。当時の年

齢は 30 歳で、比較的若いうちに合格できたのは、

運がよかったのかなと思っています。 

 

前置きが長くなりましたが、本稿では私が技術

士二次試験に合格するまでに行った勉強方法や失

敗談について、整理したいと思います。他人の体

験談がそのまま役立つことは少ないかもしれませ

んが、少しでも技術士二次試験にチャレンジする

皆様のお役に立てれば幸いです。 

 

３．筆記試験対策 

私が 2 回目の技術士二次試験にチャレンジして

いた 2018 年(平成 30 年)は、択一式問題が出題さ

れた最後の年でした。従って、まずは択一式問題

で合格点に達していないと、いくら良い論文がか

けても採点してもらえないといった情報が飛び交

っていました。このため、択一式問題はひたすら

過去問を解き、類似した問題は確実に正解できる

ように勉強しようと思いました。ただし、業務を

行いながら、勉強のモチベーションを維持してい

くことがなかなか難しいと思い、試験までの勉強

スケジュールを日毎に作成し、勉強を予定通りで

きた日には〇、できなかった日には×をつけて毎

日の出来高を記録していきました。その結果、予

定より大幅なズレが生じた際には、予定を見直し、

試験までの期間にやらなければならないことを極

力完遂できるよう努めました。また、弊社では技

術士二次試験を受験する社員が集まり、勉強の進

捗度合いを報告したり、情報交換を行う勉強会を

行っており、これらによって、試験までのモチベ

ーションを維持できるよう努めました。 

構営技術コンサルタント（株） 

土居 範昭 

DOI Noriaki 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 スケジュール管理表 

 

また、択一式試験は過去数年間を複数回模擬テ

ストし、正答率を記録し、自分の成長度合いや弱

点を客観的に把握できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 択一式問題の模擬試験結果記録 

 

最終的に感じたのは、択一式問題は努力すれば

合格点が取れるため、とにかく反復練習を行うこ

とに限るということです。 

 

次に論文対策ですが、技術士二次試験は技術士

にふさわしい一般教養・専門的な知識を問われる

ことは当然ですが、さらに一歩踏み込んだ技術者

としての考えや課題に対する応用能力が問われる

試験です。そのため、単純な暗記や知識の詰め込

みは、ある程度の点数を獲得することはできても、

合格点に達するには不十分だと感じています。ま

た、筆記試験合格ののちに控える口頭試験におい

ても付け焼刃の知識では対応できないと思ってい

ます。 

このような試験の特徴を踏まえ、私は過去問を

解き、文章を作成する練習を行いながら、過去問

に出題された重要なキーワードを抽出し、メイン

テーマ、サブテーマを設定したのち、単語ごとに

概要・課題・解決策を整理するという勉強を実施

しました。この勉強方法の良かった点は、自分で

調べることで内容を深く理解でき、かつ、試験直

前で見返すと要点が整理されているため、論文作

成において非常に役立ったと思います。上述した

ように近年の技術士試験の内容は応用力を問われ

る面もあるため、単語ごとの意味や使い方を記憶

し、出題テーマに沿った解答を作る中で、重要な

キーワードを文章中に盛り込むことが必要なよう

に感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 キーワード整理の一例 

 

また、試験中は問題用紙に回答の概要を箇条書

きで記入し、帰宅後すぐに解答を復元出来るよう

に努めました。当然のことですが、時間がたつほ

ど記憶が曖昧になり、解答の復元が正確にできて



いないと口頭試験の際に筆記試験の内容に触れら

れたとき、困惑すると思います。 

筆記試験対策の最後に、国土交通白書を整理す

ることを行いました。具体的にはインターネット

上に公開されている国土交通白書の要約版を基に、

課題や今後の土木業の方針を自分なりに整理し、

わからない単語や理解できていないと思ったこと

は、国土交通白書の本文や他参考資料を用いて調

べました。これにより近年の国策の動向、国際的

な課題等がなんとなくですが把握でき、解答を作

成する際の骨格になったと思います。国土交通白

書を整理することは、建設コンサルタントとして

求められていることは何かを理解するという意味

では、試験だけではなく、業務にも活かせる知識

が得られたと思います。 

 

また、筆記試験は真夏に行われます。外の気温

は高いですが、室内は席によってはエアコンが効

きすぎて、寒くなりすぎることもあります。初め

てチャレンジした 2017 年は寒暖差によって、集

中力を欠いた部分もあり、筆記試験を突破するこ

とはできませんでした。試験官にエアコンの調整

をお願いすることもできると思いますが、その当

時の私は静まり返った試験室で言い出すことがで

きず、ひたすら試験終了まで我慢していました。

このような経験から、次年度からは外気温が高く

ても、一枚上着を持ち込み、万全の態勢で試験に

臨めるようにしました。 

 

４．口頭試験対策 

2018 年の受験では、筆記試験の合格通知を受け

たのち、口頭試験対策を始めました。筆記試験の

合格は大変うれしかったのですが、私の口頭試験

は 12 月でしたので、ちょうど繁忙期と重なって

おり、そんな中、口頭試験対策をさらに続けるこ

とは体力的にも、精神的にも大変だと感じながら

準備を行いました。 

まず、口頭試験対策として、申し込み用紙に記

入した経験業務の内容を、うまく説明できるよう

に改めて文章にしました。どの程度の時間で説明

すればいいのかは当日にならないとわからないた

め、3 分バージョン、5 分バージョンといくつか

の案を作成しました。改めて文章にすることで、

理解の浅い部分や、当日面接官から指摘されそう

な点が明確になり、対策がしやすくなったように

思います。また、技術者倫理については、暗記が

必要なため、事前に内容の整理を行い、試験直前

まで会場で資料を眺めていました。 

試験当日は面接時間が早い時間帯だったことも

あり、前日からホテルに宿泊し、準備をしていま

した。ホテル内で勉強しながら過ごしましたが、

いろいろな方から激励の連絡を頂き、緊張はしな

がらも、少し気が楽になったように思います。 

会場の中は思いのほか、若い受験者の方も多く、

自分と同世代の方も何人か見受けられました。緊

張がピークだったのは試験室の前で順番を待って

いる時だったと思います。前の方が予定よりも若

干長引いたため、待ち時間が長くなり、この時間

が早く終わってほしいと思っていましたが、試験

室の中に入ってしまうと不思議とあまり緊張はし

ませんでした。試験官は 3 人で全員が厳しそうに

見えましたが、とにかく、明るい印象が与えられ

るように、大きな声ではっきりしゃべることを意

識しました。質問自体は事前に準備していたよう

なことを聞かれたので、多少、迷いながらも返答

できないことは有りませんでした。また、言葉だ

けでの説明が難しい時には、後ろに用意されたホ

ワイトボードも用いて説明したことで面接官にも

伝わりやすかったと思います。 

 

試験終了後は、すぐにお世話になった方々に電

話をし、ひとまず終了したことを報告しました。

皆さんからは「お疲れ様。これでダメだったら来

年また頑張ろう」と温かいお言葉(笑)をたくさん

頂きました。正直、この時点では手ごたえなどは

なく、電話しているときも「ダメかもしれません。」

と報告していたと思います。 

そして、帰りの飛行機の中で、面接を振り返り

ながら、質問されたこととその返答を整理し(図

4)、改めて試験の出来を確認しました。ここでも

あまり、よくできたという印象はありませんでし

た。 



番号 Q A

1 経歴、経験業務の説明５分 -

2
電気探査の比抵抗について，高比抵抗体が存在し
たのですか？

はい。その後、差分法で電気探査をしていることを説明
するとあぁなるほどとなった？

3
探査側線の設置状況、計測回数について聞かれ
た。

３側線2回観測です。

4
観測は例えば1カ月に1回とかのモニタリングです
か？

いいえ，渇水期と豊水期の2回実施しました。

5
現地の状況がわかりづらいので、ホワイトボードで
説明しで下さい。

ホワイトボードに流域と河川の状況を示した。

6

実行雨量は9日間470mmで、それに対する多点的
な検証はしましたか？（回答ののちそれだけです
か？といわれた。）

地形・流域や降水量から、正当性を検討しました。

7
ホワイトボードの河川の蛇行はなぜわかったのです
か？

旧地形図があったので，現況の地形図を重ね合わせま
した。

8 なぜタンクモデルじゃなくて、その式ですか？
元々の地形が川であることと、係数に実例が多いことが
メリットとしてあったので社内的な協議のうえ，採用しま
した。

9 設計について、設計にはたずさわったのですか？ 設計は別のものが担当しました。

10 表面排水以外にも提案しましたか？
下流からの排水や，上流部でのカット案を提案しました
が，協議のなかで表面排水案が採用されました。

11 地質的に苦労した点は何ですか？

初期はなぜ湧水が発生したのかもわからず，既存資料
や地形状況・地質状況などからは，様々な湧水発生機
構が考えられたため，最終的な湧水発生機構を推定す
るのに苦労しました。

12 3大義務2大責務について説明して下さい。
信用失落行為の禁止，守秘義務，名称表示の場合の
義務，高益確保の責務，資質向上の責務

13
公益確保のなかで説明責任をどのようにかんがえて
いますか

自分の立場では中立で公正なデータ、見える化や3dな
ど理解しやすい表現を用いることが重要です。

14 名称表示の場合の義務の意味は何ですか？
技術士は自分の専門とする分野まで明示し，業務にあ
たる必要がある。

15 守秘義務は誰に対するものか？
業務上知り得たすべてに関わる。例えば，顧客や自組
織はもちろん，地権者や希少生物にも関わります。

16 受験動機は？
先輩技術士は顧客からの信用が厚く，資格取得は入社
時から目標としていた。

17 社内での技術士の位置付は？
業務にあたる上で，リーダー的な存在であることはもち
ろん，弊社では技術士を取得するまでは係長以上には
なれない決まりがあります。

18 資質向上のためにしていること
学会や社内技術発表会への参加・発表を心がけ，新し
い知識を常に吸収できるようにしてます。また，高知県
の地盤工学会に所属しております。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 口頭試験の質問と回答 

 

口頭試験については、インターネットの情報や、

先輩社員からの話で、「筆記試験に合格したなら大

丈夫」や「若手の技術者は口頭試験で落とされや

すい」、「試験前日はホテルで勉強した方がいい。

とにかく都会の誘惑に負けるな(笑)」など、さま

ざまな意見があり、どれが本当のことなのかよく

わからず、すごく不安を抱えていたように思いま

す。ただし、面接がいざ始まれば、あとはしゃべ

るだけなので、意外とあっさり終わったなという

印象でした。 

 

５．合格発表とその後 

合格発表の当日は、朝 5 時くらいに目が覚め、

スマートフォンで合格発表が公開されていないか、

10 分置きくらいに確認していました。自分の受験

番号を見つけたときは、なにかの間違いではない

かと何度も確認しました。その後、出社し、会社

に合格した旨を報告したあたりで、はじめて実感

が湧いてきて、肩の荷が下りたような気がしまし

た。 

 

晴れて技術士として登録したのちは、資格に恥

じないよう、誠実に業務にあたるとともに、自己

研鑽のため、様々な学会活動に参加しています。 

令和 2 年度からは日本技術士会四国本部の青年

技術士会に所属し、講習会の開催や四国内の他委

員との交流を行ったりしています。残念ながら、

新型コロナウィルスの影響で活動が制限されるこ

とが多いですが、WEB 開催等により知識習得の場

を作っています。 

青年技術士会では以下のように専門的な内容ば

かりでなく、様々なテーマで講習会が行われてい

ます。 

 

〇Ｈ２７．９．５ 「アイデアマン平賀源内」 

    平賀源内記念館 館長 砂山長三郎氏 

〇Ｈ２８．９.１０ 「ブランド「伯方の塩」 

の生い立ち」 

    伯方塩(株)伯方の塩工場長 岡田裕二氏 

〇Ｒ１．５．１１ 「あまえ子育て」 

    特定非営利活動法人「カンガルーの会」 

理事長 澤田敬氏 

 

技術士として、専門的なことだけではなく、広

いテーマについて学ぶことは己の幅を広げる大事

な機会だと思います。そしてなによりも、同じ業

界で働く、他社の方々と接することができるよい

機会になっています。高知県内のメンバーでは仕

事上の疑問を質問したり、飲み会を行ったり、一

緒に講習会を企画したりと様々な面で、自分にと

ってプラスになる活動ができていると思います。 

 

6．最後に 

技術士二次試験は、合格率 10％前後の難関試験

です。そんな難易度の高い試験に合格できたのは

振り返ってみると、周りの人々のサポートがあっ

たからだと思います。今後も 2 つ目、3 つ目と違

う部門に挑戦し、技術者としてさらなる高みを目

指していきたいと思っています。 

 

以 上 



技術士試験体験記 

 

 

(株)アンプル    

西田 洋康     

NISHIDA Hiroyasu 

 

１．はじめに 

私は、令和 2 年度技術士試験に建設部門の道路

で合格しました。建設業界に入って 31 年、やっ

と合格することが出来ました。お恥ずかしい話に

なりますが、長年かかった合格までの受験体験記

をお話ししたいと思います。 

２．建設業界に入ってから技術士になるまで 

私は、平成元年に高知高専を卒業し広島県の

建設コンサルタントに入社しました。最初は民

間の開発申請業務に携わっていましたが、山口

県の農林事務所に出向し現場技術業務に携わる

ようになってから技術士を意識するようになり、

平成 10 年に一次試験に合格しました。その後、

親の都合もあり平成 11 年に高知に帰省し、現在

の建設コンサルタント(株式会社アンプル)に入

社しました。それから道路の測量設計業務に本

格的に携わるようになり、道路で技術士二次試

験に挑戦するようになりました。最初のうちは

建設一般や専門論文が文章になりませんでした。

それにも関わらず私は追い込まれてからでない

と勉強を始めない「のんきモノ」で、試験直前に

やれるだけやって挑んでいたので合格するわけ

がありません。このようなことを反省もせず何

年も繰り返していました。一度目の転機が訪れ

たのは、平成 30 年頃から会社の後輩が技術士試

験の取組みを始めてからです。後輩は願書提出

前からものすごく勉強し、私より先に技術士に

なりました。これを見て負けられないなと思い、

骨子表を整理する計画的な勉強を始めるように

なりました。そうすると令和元年度に初めて筆

記試験に合格することが出来ましたが、面接試

験で不合格となりました。この不合格で私は、技

術士になることではなく、いつの間にか筆記試

験に合格することを目標にしていたことに気づ

かされました。これが二度目の転機となりまし

た。それから筆記試験合格は通過点と考え、願書

提出前から技術士になることを目標とした勉強

を始めました。この時が社会人になってから一

番勉強したと思います。これでやっと、二次試験

に合格し技術士になることが出来ました。 

３．今後の抱負 

技術士になれたのは、決して私一人の力では

ありません。技術士としての心構えや勉強方法

等を指導して頂いた諏訪先生(旧姓：多賀谷)、面

接指導をした頂いた会社在職の技術士をはじめ

とする諸先輩方、また仕事が繁忙期の中でも勉

強時間がとれた会社の皆さんのご協力のおかげ

です、ありがとうございます。今後は、業務を通

じて会社や地域社会に貢献することが恩返しに

なると考えています。私の専門は道路ですが、安

全・安心な道路設計を実施する上では、道路の専

門性だけでなく、河川、土質、構造、施工等の観

点から多面的に検討しなければなりません。特

に少人数の地方コンサルタント会社は、一人の

技術者に複数の専門分野への対応が求められる

ことが多いと思います。そういったことから私

は、自分が携わってきた他分野についても技術

士試験に挑戦したいと考えています。私の場合、

お恥ずかしい話ですが後輩のチャレンジ精神を

みて勉強にやる気がでました。これからの私は、

特に若い人が本気で技術士を目指すきっかけと

なる背中を見せれるよう頑張りたいと思います。     



身近になる未来技術－自動運転技術 
 

 
 

 

１．はじめに 

昨今の ICT の進化はめまぐるしく、機器やソフ

トウエアの高性能化に加えて、IoT 化もありいろい

ろな機器がネットにつながるのは当たり前になり

ました。コンピューターの性能向上はとどまるとこ

ろを知らず、通信技術においても 5G の次世代で

ある 6G が 2030 年の実用化を目指して開発が行

われており、まさに秒進分歩・ムーアの法則は現

在進行形であることは論をまたないでしょう。その

一方で国難ともいえる「少子高齢化」「担い手不足」

の解決の糸口は見えず、あらゆる分野で様々な

方策が模索されています。 

高知県のように山間地域面積が広大であり、か

つ人口が点在するような地方においては、人と物

の移動手段の確保が重要な課題となっており、解

決策の一つに「自動運転技術」が挙げられます。

この技術について、令和 2 年度に四万十市で行

われた自動運転実証実験の準備等に関わった者

の視点で解説をしてみたいと思います。 

 

２．自動運転とは？ 

さて、自動運転技術とはどのようなものなのでし

ょうか。一般的には「システムが周囲の状況を適

切に判断し、自律的かつ安全に自動車を運転す

ること」と解説されていますが、国が示した「官民

ITS 構想・ロードマップ」では 5 段階レベルで定義

されています。 

 監視状態 説明 
レベル 5 システムによ

る監視 
完全自動運転 

（常にシステムが運転実施） 

レベル 4 特定条件下での完全自動運

転（継続困難な場合もシステム

が対応） 

レベル 3 特定条件下での自動運転 

（継続困難な場合は運転者が

介入） 

レベル 2 ドライバーに
よる監視 

高度な運転支援 

（レーンキープ、先行車追従）

レベル 1 運転支援 

（自動ブレーキ等） 

自動運転を実現するためには、移動する車両

位置情報の正確な把握が必要です。それらを慣

性航法および、人工衛星や車載カメラ等から得た

情報と地図データを利用し行う方式を「車両自律

型」（市販の通常車両に自動運転装置を特装した

ものが多い）、路面に埋設させた誘導線や磁気マ

ーカー等を利用するものを「路車連携型」（小型の

電動車両が多い）といいます。 

四万十市での実証実験に使用された車両は、

国内二輪車メーカーY 社製のものですが、先述

の区分に当てはめると「路車連携型」で自動運転

レベルは「レベル 2」になります。電動ゴルフカー

トに自動運転装置を特装したものをイメージして

いただければいいでしょう。 

 

自動運転実証実験車両 

〇自動運転車両の諸元 

 小型電気自動車（Li-Ion バッテリー） 

 全長×全幅×全高(cm) 412×133×170 

 車両重量 610kg 

 乗車定員 6 名 

 最高速度 19km/h（自動運転時 10ｋｍ/ｈ） 

 

３．四万十市実証実験の概要 

四万十市は、令和 2（2020）年度に内閣府が募

集する「未来技術社会実装事業」に、「自動運転

技術利活用による地域公共交通システムの構築」

四万十市役所 産業建設課 

佐川 徳和 

SAKAWA Norikazu 



として応募し、採択いただきました。協議会の開

催や関係機関との協議の後、実験実施路線への

誘導線設置工事を行い、令和 2（2020）年 7 月 25

日から 8 月 3 日の間に実証実験を実施しました。

実験は四万十市役所を拠点として、北西方面往

復と南東方面往復の2ルートにおいて、地域内で

の移動サービスのあり方や、自動運転実装のた

めの道路のあり方などが検証されました。 

また本市の実験では、日中は車両通行が規制

されている天神橋アーケード内にも誘導線を設

置し、歩行者と車両が混在する空間内での実証

実験が行われたのも特色となっています。 

なお実験では運転席に「補助員」が搭乗し、路

上駐車車両対応や交差点での信号停止など、人

的介入が必要な場合の退避や再始動操作を行っ

ております。 

 

実験ルート図 

 

４．実験の実施 

事前に乗車希望者を募集し、コロナウイルス感

染対策を行ったうえで実験を実施し、期間中には

2 ルートで合計して 323 名に体験乗車をいただき

ました。乗車いただいた方や実験ルート沿線に

お住いの方にはアンケート調査を行い、乗り心

地・利便性・信頼性などの感想や今後の利用ニー

ズなどを把握しました。 

また、技術的な課題把握のために車載カメラと

走行データ分析装置を設置し、どのような場面で

人的介入が必要となったかを調査しています。 

 

５．実験結果 

1）手動介入が多い 

今回の実験ルートは、交通量の多い市街地で

行われており、かつ国道 439 号や県道の交差点

を横断する必要がありました。今回の実験車両に

は、車載カメラにより「障害物」を検知した場合に

自動停止する機能（フェールセーフ機能）はあり

ますが、それ以上の機能はなく、その後の退避行

動や安全確認、再起動は人の手によらざるを得ま

せん。また車両自体は信号機を認識できないた

め、交差点通行時の判断も補助員が行う必要が

あり、必然的に手動介入回数が増加しました。 

2）車両の受容性は意外と高い 

自動運転車両の試乗者からは、自動運転に対

する意識の変化が見受けられました。試乗前にあ

った「怖い車」「信頼できない」という声が、試乗後

には 5～10 ポイント以上減っていて、実際に車両

を体験してもらうことで「負のイメージ」を改善でき

ています。また、半数以上の方からは、このような

車両を地域に導入することに対して好意的な回

答をいただいており、社会的受容性は意外と高

いことがわかりました。 

 

６．自動運転技術の課題 

自動運転に関する実証実験は、数年前から国

内各地で行われており、既に実装（実運用）を行

っているところもあります。しかし自動運転の普及

には、まだまだ多くの課題があります。 

1）さらなる技術向上が必要 

本市の実験で使用した「路車連携型」車両は、

路面に誘導線やマーカーを設置した道路でのみ

自動運転が可能です。言い換えれば、誘導設備

が設置された「線路」の上だけでしか自動運転が

できません。また「車両自律型」では、車両が持つ

地図データと現地との不一致解消や、今の技術

ではメートル単位で発生する測位誤差の解消（精

度向上）が必要です。自動運転車両の運転速度

は通常運両と比較すると低いため、速度向上も大



きな課題です。 

2）費用の低廉化（低価格化など） 

自動運転車両は、実験段階車両であることを

考慮しても通常市販車を大きく超える価格であり、

普及のためには相当の低価格化が必要です。あ

わせて路面への誘導施設設置や、自動運転車両

と連携する信号システムの導入などを行う場合に

は、インフラ側でも整備費用が必要になります。 

3)法制度等の整備 

自動運転車両が広く普及するためには、道路

交通法等の法令や運転免許制度、自動車損害保

険制度などの見直しが必要になります。警察庁で

は「レベル 3」自動運転技術の実用化に対応した

規定を整備していますが、「レベル 4」以上の自動

運転が一般的になるには、車両技術レベルの向

上と同時に関係法制度等の刷新が必須です。 

4）実は道路インフラ投資が必要になる？ 

車両自律型の自動運転車両は、保有する地図

データとともに、車載カメラや GNSS 機器などによ

り外界から取得する情報を参照し自動運転を行

いますが、車線などの走行空間情報取得に必要

な道路インフラ整備（ガードレール等の防護柵、

区画線など）が十分でない道路では、これらの整

備が必要ですし、良好な路面状態の維持も欠か

せません。路車協調システムを併用する場合は

システム構築や関連設備の設置、またGNSS衛星

からの電波捕捉対策（特に山間地）や、標識や信

号機の視認を妨げる障害物（街路樹など）への対

策も必要です。 

5）新しい車両保有手段の普及、MaaS との連携 

自動運転車両普及後の話になりますが、自動

運転車両が一般化すると「カーシェアリング」や

「デマンド型移動サービス」が主流になり、自らが

運転するための車両を保有するのではなく、クル

マは単なる移動手段になると考えます。MaaS の

プラットフォームとなる情報基盤の整備や多様な

サービスの拡充が必要になるのと同時に、個別

保有車両の減少による国内自動車市場の縮小と

関連産業への影響対策も考えなくてはなりません。 

 

７．やがて訪れる自動運転時代に備えて 

現時点でも国内自動車メーカーN 社や H 社が

発売している車両のように、高速道路など一定の

条件下では「レベル 2」・「レベル 3」の自動運転技

術が実装されているものもありますし、高速道路

での大型車両隊列走行実験（自動追尾走行）など、

更なる技術開発に向けた取組みが進められてい

ます。経済産業省の資料によれば、2022 年度に

はエリア限定・一定条件の下で「レベル 4」自動運

転サービスを実現することを目標として研究が進

められており、自動運転を取り巻く環境は大きな

動きを見せています。現時点では多くの課題を抱

えていますが、そう遠くない未来に少しずつ（また

は一気に）解決されるのではないでしょうか。 

私たち地方自治体で道路インフラを整備・管理

する立場の技術者も、自動運転に関する新たな

技術や社会動向を注視し、自動運転社会の到来

に備えたいと思います。 

 

〇お知らせ 

四万十市では令和 4（2022）年夏に西土佐地域

において、国・県・JR 四国等と共同で、JR 予土線

の利用促進とあわせた 2 回目の実証実験を行い

ます。ぜひこの機会に四万十市へ自動運転の体

験にお越しください。 

 

参考資料: 

国土交通省 自動運転戦略本部 資料 

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk7_000018.html 

経済産業省 自動走行ビジネス検討会 

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/jido_soko/inde

x.html 

内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム 

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/index.html 

警察庁 交通局 自動運転 

https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/selfdriving/index.html 

四万十市 HP 自動運転実証実験 

http://ｗｗｗ.city.shimanto.lg.jp/ 

※四万十市 HP で、四万十市自動運転実証実験の概要や検証結

果データが閲覧できます。 



技術士資格を取得するまで 

 

大旺新洋株式会社 

下村 昭司 

SHIMOMURA Shoji 

 

今回の投稿内容は、現場技術者だった私が技術

士の資格を取得するまでの緩い話ですが、ご容赦

ください。 

１．入社後初期の資格取得 

入社した当時の私は、恥ずかしくも現場で働く

者に資格が必要とは考えていませんでした。とこ

ろが、港湾工事部に配属されてすぐ、業務のため

に四級小型船舶操縦士免許（現在：2 級小型船舶

操縦士）と潜水士免許が必要となりました。四級

小型船舶操縦士免許は、船外機の操縦が楽しく、

また潜水士免許は、潜水業務だけでなく会社のア

クアラングクラブ（愛洋会）で、あちこちの港に

潜り海中のすばらしさを体験しましたので、これ

ら資格では、実益を肌で感じることができました。

しかし、一級土木施工管理技士の資格取得から少

し様子が変わってきます。落ちてはいけない空気

とイヤーな緊張感から何とか資格は取得したもの

の、実感はわきません。この後、数種類の資格を

受験しましたが、すべて落ちてしまいました。飲

む席で友人に原因を尋ねたところ、「困ってないか

らよ」と心の奥深くをグサッと刺されてしまいま

した。本当にその通りで、勉強したことすら思い

出せない程度の熱意のない取り組みでした。これ

以降、会社の期待も薄まったのか資格取得への勉

強から遠ざかることができました。 

２．中期の資格取得 

高知新港の防波堤に使用されるケーソンを造船

所内で製作していたころ、社内の若手技術員で運

営する会の幹事長を任されました。当時の会は港

湾と陸上の技術者が参加していたため、陸上工事

を理解できていない自分が統一テーマを抽出し、

会を運営することの難しさを、会を重ねるごとに

痛感していました。そこで、陸上工事への知識不

足を補うため移籍を願い出ることにし、高架橋工

事の一員に加えてもらいました。これは新たな資

格取得の再スタートにもなり、工事完成後に名古

屋支店へ転勤してからは、下水道工事、造成工事

に従事して、推進工事技士の資格や、当時会社が

取り組んでいた風車建設の受注に必要な資格も順

次取得することができました。思い返すと、移籍

目的によりシナプスの繋がりが良かったことと、

グサッときた言葉のおかげと思います。とはいう

ものの、店内勤務になってから受けた技術士の試

験では、必要に迫られていない甘さが再び現れ、

2 次試験への取組は勝手な言い訳でやめました。 

３．後期？の資格取得 

技術提案での入札競争が激しくなり、特にコン

クリートのひび割れ抑制対策がテーマとなってか

らは、自ら解析ソフト（JCMAC3）を用いて、ひ

び割れ予測業務を行うことになりました。数度の

転勤を終え高知に戻り現職となってからは、公共

工事や民間工事の発注者、及び協力参加していた

JICA 事業チームの方と接するうちに、技術面で

より高い信頼性が必要との思いが湧いてきました。

このころに取り組んでいたパイプクーリングのシ

ステム開発や共同研究も研鑽を積む良い機会でし

たが、後輩が「技術士資格取得 5 ヵ年計画」を掲

げたとの話は、お尻に火を付けてくれました。こ

うして受験した 2 次試験では「鋼構造及びコンク

リート」を選択し、1 次試験合格から 14 年後の平

成最後の試験で合格できました。試験のための勉

強をせず、必要とされる能力の開発を、日常業務

の中で意識して取り組むことが肝要かと思います。

余談ですが、「二兎を追う者は一兎をも得ず」の通

り「コンクリート診断士」と「鋼構造及びコンク

リート」は分けて受験することをお勧めします。 

 



技術士と映画 

                     

                        (株)アンプル                  

                        西川 準二   

                           NISHIGAWA Junji  
    

私はかなりの映画好きである。初めて映画館で洋

画を観たのが小学校 4 年生(1972 年)の時に土電ホー

ルで上映された「ダーティハリー」である。それま

でゴジラやガメラしか観たことのない私にとっては

刺激が大きすぎた、主演のクリント・イーストウッ

ドがカッコよく、映画内容もめちゃくちゃ面白いの

である。しかしこれがいけなかった、勉強しない私

ができあがってしまった。それからはテレビの月曜、

水曜ロードショーや日曜洋画劇場は欠かさず、映画

館も市内の宝塚、土電、東映ホール、名画座や伊野

文化ホール等へあしげく通ったものである。最近は

テレビがほとんどであるが、手帳を見ると洋画邦画

問わず年間平均 80 本は観ている、コロナ禍の時は

150 本位は観てる。50 年×80 本でざっと 4000 本以

上観てきたことになる、よく観たものだ、しかし技

術士の目線で観たことは一度もない。ちょっと技術

士の目線で面白い映画はないか思い浮かべもう一度

みかえしてみることにした、果たしてあるの？ 

あるではないか、まず一本目は巨匠デビット・リ

ーン監督の「戦場にかける橋」である、技術士目線

で観てみよう。舞台はタイとビルマの国境に流れる

クワイ河であり、そこに橋を架ける話で、映画を観

てない方も映画音楽のクワイ河マーチは耳にしたこ

とがあると思う。第二次世界大戦中、日本人が捕虜

のイギリス軍兵士に橋を架けさせるのである、橋長

はざっと 150ｍ以上あるではないか、しかも鉄道橋

である。凄い型式はかっこいい 3 径間ゲルバートラ

スだぞ、あれ、けど木橋ではないか、これでもつの？ 

しかも過酷な労働のためイギリス兵は働かずなかな

か工程が進まないのである、しかも技術力は日本軍

よりイギリス兵の方がかなり上らしい、どうする日

本人！しかしあるきっかけでイギリス人のプライド

に火が着くのである、工期に間に合わすのである、

やはり何でもやる気がなければことは前に進まない

のである。そして日本人とイギリス人の技術の結晶

の橋が出来上がり･･･、そこにヒューと黒煙をあげた

蒸気列車が来るのである！しかも 10 両以上連なり

かなり重そうだ、ひぇーもつの？渡るぞ大丈夫

か････っとここで映画を観てない方もいるので話は

やめよう、観てない方は観てね。 

二本目は邦画から「黒部の太陽」である。日本一

の堤高を誇る黒四ダムを造るために 5.4km のトン

ネルを掘る話である。中島みゆきが紅白で歌ったあ

のトンネルであり、過酷な立地場所で現場に行くだ

けで大変なところである。また世界の三船敏郎と昭

和の大スター石原裕次郎が初めて共演した大作であ

る。関西電力の現場事務所次長に三船、ゼネコンの

下請け責任者を裕次郎が演じ互いに力を合わせてト

ンネルを掘るのである。最初は硬い岩盤でボーリン

グマシンや発破で順調に掘削されるのである、支保

工は鋼アーチである。ところが途中で破砕帯にぶつ

かり大洪水が発生するのである。洪水のシーンは大

変な水の量で丸太などと一緒に襲い掛かってくるで

はないか、三船の表情などは凄い形相で逃げ回るの

である、さすが世界の三船いい演技をする･･･。と思

いきや、あのシーンは予定以上の貯水量で爆発した

ため世界の三船はこれは死ぬと思い必死で逃げたそ

うである。裕次郎にいたっては脚を怪我し手の指を

骨折したらしい、そうかあれは演技ではない本当に

逃げていたのである。7 か月におよぶ破砕帯との格

闘の末トンネルは完成するのである。うむ･･･土木技

術者の執念を感じるのである、観てない方は観てね。 

うむ、ただの映画好きのざれごとになってしまっ

た、まだあるかな？    つづく・・・・・ 



定年の年（これまでの人生を振り返って） 
 

 

 

 

 

１．はじめに 

定年再雇用が無かったなら今年の3月で定

年である。高校を卒業して会社員として 42

年が経ったが実感がない。 

4 月 2 日は結婚記念日であったが、この日

ぼんやりと窓の外を眺めながら妻に「昔なら

3月31日をもって退職だね。もう会社に行か

なくていいんだね。これからどうするろか

ね。」妻も「そんな年になったね、どうするろ

かねえ」退職後のことが想像もつかない。 

満60歳で退職が決まっていたなら、しばら

くはゆっくり休んで旅行したり、趣味に講じ

たり好きなことをして楽しもうと思うのだろ

うが、現実は今日も会社に行ってこれまでと

変わらない生活を送っている。 

一つの大きな節目として、この機会にこれ

までの人生について少し振り返ってみたいと

思う。 

２．社会人としてスタート 

高校は高知高専を受験して失敗した。人生

で初めての大きな挫折であった。家庭が貧し

かったこともあって、大学に行くことは考え

ず、高校卒業後は就職する事を前提に地元の

工業高校に進んだ。高知高専で受験した土木

科を選んだ。これが私の土木屋人生のスター

トであった。就職は、四国電力を受験するも

失敗。2 回目の大きな挫折となった。結局そ

のまま電力関係の某コンサルタントに就職。

昭和55年のことだった。配属先は高知支店で

ダム関係の計測が主な仕事だった。地元高知

に就職できたことはそれなりに満足していた

が、昭和59年に高松本社に転勤となり、自家

用車の後ろにフトンだけを積んで国道 32 号

線を高松に向けて走った。阿波池田から猪ノ

鼻峠を越えるときには希望よりも寂しさの方

が大きかった。  

３．本社勤務 

高松本社では10年間勤務した。その間結婚、

子育てと充実した生活であった。住んでいた

家は先輩の紹介で借りたもので平屋一戸建て

100 坪の庭付き、会社が借り上げでくれて家

賃も安かった。住めば都で、転勤時の寂しさ

は、妻や子供ができるといつの間にか吹っ飛

んでいた。 

転勤当時の仕事は、高松空港新設の盛土管

理であった。毎日ラジオアイソトープ（通称

RI）や砂置換工法により現地で調査を行った。

RIは放射能が心配であったが、先輩の指導の

もと土質部門について勉強した。また、大学

の先生や地質学の権威らに連れられて伊方原

発3号機及び本川揚水ダム建設の基礎岩盤検

査にも連れて行かれた。今思えばすごく貴重

な体験だったが、当時の知識では理解不能で

あった。 

その後は、電力部門から道路部門へと配属

になり、日本道路公団の西条建設事務所へ出

向し、高速道路の施工監理を行うこととなっ

た。とはいっても、先に出向していた後輩の

代わりに2箇月程度行ったものであったが、

経験のないものに監理をさせるなんて無謀と

いえば無謀であった。次の配属先は河川部で

あった。ここで本格的にコンサルの仕事を経

験した。河川部には、構造部門と水の解析部

門があり、解析は四国ではトップクラスであ

った。しかし、筆者が任されたのは構造部門

の仕事であった。とは言っても、隣に解析の

顔写真の掲

載をお願い

します。 
（株）ワタリコンサルタント 

矢野 史明 

YANO Fumiaki 



プロがいる以上、不等流計算など多少は勉強

をさせてもらった。 

河川部では一般堤防、特殊堤防や護岸設計、

多自然型川づくり、樋門設計などに携わった。

特に樋門の設計においては、樋門の構造計算

や杭基礎などを習得できたことで後の仕事、

資格取得にも生かすことができた。 

４．徳島転勤と第二の人生へ 

平成6年、本社から徳島支店へ転勤となっ

た。徳島に河川の専門家がいなかったという

ことだが、高知に帰りたい旨は上司にも伝え

ていた。なぜ高知ではなく徳島なのか、悶々

とした日々が続いていた。徳島に転勤して１

年半経った頃、辞職して高知（幡多）に帰る

ことを決断した。たまたま、妻も出身が同じ

だったことで辞めることに反対はなかった。

そして平成8年、ワタリコンサルタントでの

第二の人生が始まった。 

ワタリコンサルタントは現場から設計、数

量計算まで基本一人で行うため、前職とは違

う意味で大変であった。面接のときに専務よ

り言われたことは「現場は蜂はおるし、マム

シは出る。」だった。本当にその通りで、ネク

タイを締めて仕事していた前職とは180度違

った。それでも自分の経験を生かしてやれば

なんとかなった。泥臭い環境だったが、自然

と自分のライフワークが出来上がっていった。 

平成 17 年にはこれまでの経験を生かして

技術士試験に合格することができた。この合

格が良い意味で筆者の人生を大きく変えたこ

とは事実である。 

５．地元での生活 

16年半ぶりに地元に帰ってきた。子供たち

にとっては大きな環境の変化（長女は同級生

男の子1人、次女は同級生男女3人）ではあ

ったが、それなりに馴染んでくれた。妻も父

母や兄弟の近くに帰って満足のようであった。

また、田舎暮らしもまんざらではないようで

ある。 

田舎は田舎なりのルールがある。隣近所の

付き合いや青壮年部などグループとの付き合

い、呼ばれれば出向いて酒を飲む。集まれば

人の悪口も出る。都会とは違う感性であるが

これもまた楽しい。一度外に出てみると田舎

の良さが分かる。田舎を出て16年程であるが

新鮮であった。しかし、地域には地域なりの

課題もたくさんある。地域に住むからには少

しでも地域が衰退しないようにと活動も始め

た。地域の宝を生かした地域づくりである。

地域には七立栗という全国でもこの地域にし

かないと云われる、特殊な実の付け方をする

栗がある。これを、高知県や全国に広めてい

くことが目標である。11名のグループである

が組合を立ち上げ地道に活動を続けている。 

 

 

 

 

 

圃場の「七立栗」 

６．終わりに 

筆者は現在、会社の代表として務めさせてい

ただいている。これも挫折を味わったこと、技術

士に合格したこと、人生万事塞翁が馬ではある

が、振り返ってみると 35 歳（平成 8 年）の決断は

結果的には正しかったのだと思える。 

先輩が定年退職で何もしないで家にいる。退

屈で仕方ないらしい。畑仕事はやったことも無く

生にも合わないらしい。昼間から酒を飲んでい

るようである。 

今年定年退職の同級生は「ログハウスを建て

て、たこ焼き屋をやる」と、今後の人生について

思いを巡らせている。また、早期退職した同級

生は仕事にはつかず、農作業や趣味に講じて

それなりに楽しんでいる。 

もし、筆者が定年退職なら「のんびりと食べて

いける範囲の農業でもやるかもしれない。 

現実、筆者は体が元気である間はもう少し今

の仕事を続けていこうと考えている。 



高知県支部のホームページ作成 
 

都市開発コンサルタント(株) 

岡林 弘憲 

   OKABAYASHI Hironori 

１．作成担当に大抜擢？ 

私はＰＣやＳＮＳなどに苦手意識が非常に

強く、会社ＰＣも社内担当に全てセットアッ

プしてもらう「超アナログ人間」である。フ

ェイスブックを作っているものの自らの投稿

はなく、他の方の投稿にۘۚۙをタップしたり、

理事として活動している高知県橋梁会のＨＰ

を時々更新する程度である。 

日本技術士会の各本部や県支部では、活動

内容等の情報発信ツールとして、ホームペー

ジやフェイスブック等を活用している。高知

県支部でもＨＰを立ち上げて、支部活動を発

信することとなった。 

第8回支部幹事会(令和2年7月)において、

「支部ＨＰ作成は誰に？」の時、西川幹事か

ら「橋梁会のＨＰを更新している岡林さんが

いい！」の発声後、私以外の全員(14人位)か

ら「そうだそうだ！岡林できまり！」の心の

声とともに、いつもの優しい眼差しでなく鋭

い眼光が私に全集中してきた。 

当然ＨＰを作成したことのない自分には無

理と思う一方、「幹事の皆さんは忙しいなー、

自分は２番目に若いかー、空気を悪くするの

も、何とかするか・・・」と考え引受けるこ

ととなった。 

 

２．ＨＰプランの選定 

初めての公式ＨＰ立上げなので不安だらけ

であったが、担当となったからには頑張って

いくしかない！とスタートした。 

ＨＰは橋梁会でも使用しているＪＩＭＤＯ

を使用することとした。まず始めにレイアウ

トをどうするかである。某バラエティー番組

の「絵心ない芸人」に大きく共感するビジュ

アルセンスのない私は、悩むことなく四国本

部のＨＰを参考に、色調はブルーをベース、

上段にメインタイトル、サイドにサブタイト

ル、下にPhoto Galleryを決定した。 

次にＪＩＭＤＯのプラン選定・契約では、

ＪＩＭＤＯトップページの「作成経験がなく

ても本格的なホームページが作れます」を心

の支えに進んでいった。 

プランは多数あり、その中で推奨されてい

るプランの２択となった。 

①ＡＩビルダー(11,880円/年、個人向け) 

②クリエイター(29,520円/年、事業向け) 

各々でサーバー容量やサポートに違いがあ

るものの、サンプルを見ると大きな違いはな

い。まず安価な①で作成して、何かあれば②

に変更すればいいと判断した。（これが大きな

間違いであった） 

ドメインって何？などＩＴ用語に悩みつつ、

事務局の芝田氏(当時)と相談しながら必要条

件を入力し①ＡＩビルダーで契約した。 

 

３．契約プランでたたき台を作成 

プラン名：ＡＩビルダーのとおり、ＡＩの

サポートにより比較的容易に入力していくも

のの、更新作業している橋梁会ＨＰと比べて、

文字・空白・配色などの細かな編集ができな

い、全体的にレイアウトの自由度が低い、画

像データのアップ手順が複雑など操作性でス

ッキリしなかった。とはいえ一度契約したプ

ランなので、たたき台的なＨＰを何とか作り

支部幹事内でプレ公開を行った。（出来映えは

いまいち・・・自己評価は全然ダメ） 



 

（図-1）当初プランのトップページ 

 

４．プラン変更のドタバタ（①→②） 

当初プランで作成したものの、余白が広く

なりシンプルすぎる、他県ＨＰと比べて情報

が少ない、このままの一般公開はダメだ・・・

と自問自答していた。立上げ当初は運営でき

ても、情報量が蓄積される数年後には色々と

支障が出ることが容易に想像できた。 

橋梁会ＨＰは契約プランより操作性よく、

年間費用によるともう一つの「②クリエイタ

ー」である可能性が高かった。プラン変更に

ついて河野支部長、小川副支部長、事務局芝

田氏の了承を得たあとＪＩＭＤＯへ相談する

と、年間契約のため途中で変更できない、①

→②の横断的なプラン変更はデータを移行で

きないとの返答である。目の前が暗くなり、

損金は自腹補填も考えた。 

よりよいＨＰを作りたい等粘り強く交渉し

た結果、５日以内に②を新規契約すれば、①

の解約返金可能との返答を得た。そして無事

にプランを変更でき、安堵感であふれて視界

も明るくなった。 

 

５．ＨＰの再度作成、一般公開 

プラン変更に伴いデータは移行できないも

のの、そんなの関係ねー(古い！)とばかりに

再度作成にとりかかった。新しいプランでは

入力や編集の自由度が格段に高く、自分の思

う通りに作業できた。 

ＨＰ作成の基本スタンスは、できるだけ文

字を大きく、図表を配置、情報を混在させな

いを心がけた。掲載情報は支部概要や活動計

画、活動報告等をメインとした。あったら良

いかもの情報として、高知県以外の支部は？

役員の選出方法と任期は？会員数の変遷は？

部門別割合は？なども作成した。 

トップページの写真は、高知観光名所の写

真の中から「桂浜の坂本龍馬像」を採用した。

太平洋を望む龍馬と同じように「近くばかり

でなく目線を上げて視野を広くすること！」

と自分自身に言い聞かせるように・・・。Photo 

Gallery では、支部幹事の皆さんから多くの

写真を提供していただいた。 

紆余曲折あったものの、令和 3 年 6 月 25

日に無事一般公開を行った。 

 

（図-2）一般公開時のトップページ 

 

６．おわりに 

支部ＨＰは超アナログ型の私にできる範囲

での立上げとなりましたが、今後も気付いた

ところをブラッシュアップしていきます。数

年後にはＳＮＳセンスのある若手へバトンタ

ッチし、リニューアル等も行いながらよりよ

いＨＰを作り上げ、高知県支部のさらなる発

展に少しでも寄与できれば幸いです。 

－以上－ 

高知県支部ホームページ： 

https://www.ipej-shikoku-kochi.org/ 



週末ドライブのすすめ 
 

(株)第一コンサルタンツ 

   片岡 寛志 

   KATAOKA Hiroyuki 

 

１．はじめに 

コロナ禍による行動制限が始まってからす

でに2年以上が経過してしまいました。 

どこかへ出かけたいけどなんだか後ろめた

いような気がして人の多いところは避けたい，

そんな矛盾した気持ちを静めるために，ドライ

ブの機会が増えました。 

よく使うルートを紹介したいと思います。 

２．ルートの紹介 

今回紹介するのは，海岸線と河川沿いさらに

は山道もあるバラエティに富んだルートです。

便宜上私が住んでいる高知市東部を起終点と

していますが，周回ルートなので途中から始め

ても問題ありません。 

(1)高知市東部→高知海岸→仁淀川 

まずはなんこく南 IC を左に見ながら松ノ坂

トンネル，蛸の森トンネルを抜けて十市の農道

を南進して県道春野赤岡線に合流です。 

両側の田んぼではシラサギに混じってカラ

スも何かをついばんでいることが多いです。 

交差点を右に折れ，峰寺トンネルを抜けて浦

戸大橋へ。皆さんご存じのとおり，浦戸大橋の

頂上から見える太平洋は格別です。このルート

を時計回りに設定する理由ですね。 

海沿いを一路西へ。仁淀川河口大橋に着いた

ら橋詰を右折します。ここまで約30分。 

(2)仁淀川右岸を遡上-1 

河口からしばらくは堤防上の県道なので

所々道路の幅が狭く，見通しの悪いカーブもあ

るため飛ばしすぎには注意です。5分ほど走る

と対岸がよく見えます。河畔林が伐採されて見

晴らしがよくなり，昔と比べると風景が一変し

ています。 

高知市春野町森山の少し西には弘岡井筋と

新川川を結ぶ「新川のおとし」があります。野

中兼山の作った土木遺構です。 

そのまま県道春野赤岡線の終点である国道

56号交差点まで進みます。 

(3)県道南環状線を進む 

国道 56 号を左折して次の信号で県道南環状

線に入ります。昔は諸木井筋沿いの狭い道だっ

たのに，いつの間にやら広くて走りやすい道路

に生まれ変わっています。 

行当の切抜と奥田川排水機場を越えたら再

び堤防の上へ。八田大橋を越えると対岸には完

成直後にビール缶みたいと噂された南の谷樋

門が見えます。 

八田堰を過ぎると音竹トンネルを抜けてい

きます。南環状線はさっきの国道 56 号から分

岐したバイパスと奥田川排水機場付近の用水

路横断部それにこの音竹トンネル周辺の道路

改良が完成したので走りやすくなりました。 

高知西バイパスの下をくぐって少し走ると

左手に仁淀川堤防桜堤が見えてきます。仁淀川

沿いの桜の名所の一つです。堤防上に駐車可能

です。桜堤の中央を JR の線路が横断している

ので，時期が合えば満開の桜をバックにアンパ

ンマン列車を見ることもできます。 

(4)国道33号から国道194号へ 

JRの跨道橋を過ぎると国道33号に入ります。

伊野の大国様を越えたら国道 33 号は左折して

仁淀川を渡ります。ここは橋を渡らず，国道194

号を直進します。国道194号は別名「そらやま

街道」。仁淀川と支川上八川川，枝川と一緒に

高度を上げたら分水嶺を二つ越えて加茂川沿

いに一気に西条市まで下ります。路線沿いには

顔写真の掲

載をお願い

します。 



にこ渕やUFOライン，千町の棚田などたくさん

の見どころがありますが，それはまた別の機会

に。 

国道 33 号を離れると対岸に広い河川敷があ

ります。下流の八天大橋周辺と並んで川遊びの

メッカで，夏場には多くの車とテントがひしめ

きます。 

加田の築堤区間を抜けて少し走ると鹿敷の

桜並木が見えてきます。道路左側に 500m 以上

にわたって桜の木が連続しています。個人的に

は 3 月末頃の満開時にここを通ると一年が終

わった感じがします。 

桜並木を抜けるとすぐに右側に道の駅「土佐

和紙工芸村くらうど」が見えてきます。 

仁淀川河口からここまでだいたい30分。 

 

(5)仁淀川から上八川川へ 

道の駅を過ぎると道は仁淀川に沿って大き

く曲がります。曲がった先には全国的に有名な

名越屋沈下橋が見えてきます。渡るのもいいで

すが，勝賀瀬川の合流点あたりで車の窓から見

る沈下橋もなかなかよい感じです。 

少し走ると左手に「水辺の駅あいの里」があ

ります。くらうどに比べると少し小ぶりですが，

トイレもきれいでおすすめです。 

(6)国道439号へ 

上八川川沿いに入るといよいよ山道の感じ

が強くなってきます。こういう場所では現道か

ら少し離れたところに旧国道の町道があった

り，線形改良で余幅地になった道路跡が見えた

りするので，往年の道路形状を想像しながら車

を運転するのも一興です。 

図 ドライブルート略図 



国道 439 号が合流してしばらく進むといつ

でも駐車場が満杯の道の駅「633美の里」が見

えてきます。旧吾北村のゆるキャラ(?)ムササ

ビと194+439=633の語呂合わせで「633美の里」

だそうです。 

国道 194 号は国道 33 号分岐以降ほとんど信

号がありません。上八川の国道439号分岐も同

様です。どちらが優先道路かよく分からない交

差点なので注意しながら右折して国道 439 号

へ向かいます。くらうどからここまで約20分。 

(7)快走路国道439号 

国道 439 号といえば酷道の代表格みたいに

言われて久しいですが，国道33号と国道32号

を結ぶ区間に限って言えば走りやすい道です。

上八川川を縫うように何度も越えながら郷ノ

峰トンネルまで快走路が続きます。谷沿いに手

入れされた水田が続くので，春から秋まで気持

ちのよい風景が楽しめます。 

土佐町へ入って綺麗な石原トンネルを抜け

るとこのルート随一の注意区間にさしかかり

ます。赤い舗装を過ぎると歩道もセンターライ

ンもない道路が 150m ほど続き，地蔵寺川沿い

までの間は小刻みな蛇行区間です。 

大川村への分岐看板を過ぎれば道の駅「土佐

さめうら」はすぐです。国道194号からここま

で25分ぐらい。 

(7)吉野川から穴内川へ 

地蔵寺川は吉野川の支川です。早明浦ダムの

下流で吉野川に合流します。国道439号はその

まま吉野川に沿って東に進みます。本山町中心

街を抜けると再び蛇行区間です。大豊 IC に向

かわずトンネルを抜けると穴内川沿いの国道

32号を右折します。 

急峻な穴内川沿いにあるので，トンネルだけ

でなくロックシェッドも点在します。川向こう

の土讃線は崖に張り付いて走っているようで

す。繁藤ダムを過ぎて右カーブを曲がると直進

したくなりがちな交差点を左折して峠へ向か

います。 

土佐さめうらから根曳峠まで約40分。 

(8)峠を下って市街地へ 

ドライブはいよいよ終盤です。根曳峠から南

国 IC までの区間は典型的な峠道ですので，運

転が不得意なら大豊 IC から自専道を使う方が

よいかも知れません。 

昔は道路沿いの擁壁にタイヤの跡が付いて

たなーとか思い出しながら峠を下れば，片側2

車線の高知東道路です。そのまま南へ直進すれ

ば，国道 55 号を通過して出発点のなんこく南

ICに到着です。 

根曳峠からここまで約20分。 

３．まとめ 

 総走行距離は約135kmで，運転時間は3時間

弱といったところでしょうか。 

 ルート上には道の駅や休憩施設が点在して

いますので，混み具合を見ながら適度に小休止

を挟むことも可能です。 

 一つ注意点があるとすれば，冬季には凍結す

る区間が含まれますので，出発前には気温のチ

ェックを忘れないようにして下さい。 

 今回のルートは個人的な嗜好で選定してい

ます。もっとこうした方がいいとか，おすすめ

のルートをご存じの方は是非教えて下さい。 



大規模集合住宅における防災活動 
 

株式会社 高知コンサルタンツ 

 筒井 秀樹 

 TSUTSUI Hideki 

 

１．はじめに 

高知県では、近い将来に東南海から四国沖

にかけての領域を震源とする東南海、南海地

震が発生するおそれがある。2030年までの発

生確率は、東南海が50％、南海が40％とされ

ており、大規模災害への備えが急がれている。 

私が住んでいるマンションは、高知県では

最大級の247世帯、約700人の居住者がいる

大規模集合住宅である。高知県で最も人口が

少ない大川村よりも居住者が多く、ある意味

一つの自治体である。当該マンションは、南

と東の2方向を河川で囲まれており、河川を

遡上した津波で 2m 以上の浸水が予想されて

いる。また、堤防は鋭意耐震化が図られてい

るが、堤防が破壊もしくは沈下した場合、長

期の浸水が予想されている。 

こうしたことから、私の居住しているマン

ションにおいて実施した大規模災害に対する

備えについて紹介する。 

２．自主防災会の設立 

マンションの防災対策を実施するにあたり、

財源の確保が重要であった。そのため、高知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 マンション全景 

市の「高知市自主防災組織等育成強化事業費

補助金」を取得して、ハード面の整備を行っ

た。補助の対象となる資機材を表-1に示す。 

補助金には、設立時に支給される一時金(当

該自主防災会では75万円)のほか、毎年自主

防災会の活動を行うことを条件に 10 万円の

補助が受けられる。 

そのほか、自治会(町内会)からの町内会費

の 45%を自主防災会の財源として確保するこ

とで、毎年の活動予算は40万円程度を確保す

ることが可能となった。 

これらの資機材は、防災倉庫に保管するの

であるが、マンションの場合倉庫の設置場所 

資機材用収納箱等

消火器格納箱 消火栓ボックス一式 バケツ

ジャッキ ハンマー のこぎり

スコップ つるはし コードリール

投光器 担架・ストレッチャー テント

ライフジャケット ベルトスリング 踏み抜き防止インソール

レバーブロック

チェーンブロック
救急箱 車いす

拡声器 ハンドマイク ポータブルスピーカーセット

大鍋 ガス釜 大釜

かまどセット 包丁 ガス炊飯器

鎌 ブロアー 鉈

防塵用ゴーグル・マスク 防護用レガース

段ボールベッド 簡易ベッド 避難マット

アルミシート

ブランケット型)
ストーブ

発電機 ラジオ ジャグタンクその他 水中ポンプ・井戸用ポンプ 水タンク 給水袋

救護用スペースや
避難場所等の待機
スペース確保に必
要となるもの

簡易トイレ・トイレ処理剤 パーテーション エアーマット

机・椅子 室内換気用扇風機

避難路・避難場所
整備用資機材

草刈り機 剪定ばさみ ほうき

熊手

給食・給水用
資機材

大型かまど やかん 平釜

カセットコンロ 食器類(使い捨てに限る) 浄水器

ディスクグラインダー レインコート 救助工具セット

情報伝達用資機材 トランシーバー ハンドメガホン

はしご

ロープ ブルーシート ヘルメット

懐中電灯・ランタン ステンレスシャックル ボルトクリッパー

防火用資機材 消火器 可搬式動力ポンプ

救助・救護用資機材

チェーンソー バール おの

掛矢  リヤカー一輪車

項目 補助対象物品（例）

防災倉庫 防災倉庫

表-1 自主防災組織等育成強化事業費補助金 補助対象経費一覧 



 

写真-2 防災倉庫 

を確保することが難しい。そこで、当該マン

ションでは通路のデッドスペースに小型の倉

庫を複数置くこととした。なお、建築基準法

では大型倉庫の場合は建築申請が必要となる

ので、申請を必要としない下記の条文に合致

する倉庫を選定した。「土地に自立して設置す

る小規模な倉庫（物置等を含）のうち、奥行

きが1m以内のもの又は高さが1.4ｍ以下のも

のは、建築物に該当しない。」 

３．津波避難ビルの登録 

高知市では、津波避難ビルの指定を受ける

ことで「津波避難ビル用資機材(ゴムボート,

簡易トイレ,ヘルメット,救命胴衣,収納用の

倉庫等)」の提供が受けられる。当該マンショ

ンは2棟建ての構造であることから2棟分の

資機材が提供された。なお、津波避難ビルの

指定要件は下記の通りである。 

ア  原則として4階（3階屋上）以上の高さの

建物又は高さ10ｍ以上の建物 

イ  原則として鉄筋コンクリート造または鉄

骨鉄筋コンクリート造の建物 

ウ  昭和56年6月以降に新耐震基準で施工さ

れた建物，あるいはそれ以前の建築でも

既に耐震改修を行っている建物 

エ  津波に対して一定の安全性が確認できた

建物 

これらの資機材は2F～14Fに分散し、前述

した自主防災会の資機材倉庫と合わせて合計

16個の倉庫を設置した。 

４．防災井戸 

高知市は長期の浸水が予想され、水道等の

生活インフラの復旧にも多大な時間を要する

と想定される。そのため、長期の避難生活(当 

 

 

写真-3 津波避難ビルの指定マーク 

該マンションは自宅避難としている)には水

の確保が重要である。各家庭には3日分の飲

料水を備蓄するように要請しているが、長期

の避難生活となればストックも無くなり、混

乱の中で支援物資の配給も期待できない可能

性がある。そこで、水の確保を目的とした防

災井戸を設置した。防災井戸に関しては補助

金の需給が難しかったため、自主財源での設

置となったが、技術士会会員の会社にお願い

したところ安価で設置していただいた。また、

水質検査を実施したところ、飲料水としての

利用も十分にできることを確認したが、念の

ために浄水器も購入した。 

 

写真-4 防災井戸 

５．おわりに 

大規模集合住宅における防災活動について、

ほんの一部を紹介したが、食料の備蓄や防災

訓練等、まだまだ紹介しきれていないものが

沢山あるので、次回のPE高知で紹介させてい

ただくつもりである。 

 



氏名 部門 選択科目  勤務先

1 明坂　宣行 建設 道路 (株)高知コンサルタンツ

2 荒木　一郎
建設
総合技術監理

河川、砂防及び海岸・海洋
建設－河川、砂防及び海岸・海洋 日本工営㈱

3 有川　崇 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 近自然河川研究所

4 有田　良秀 建設 都市及び地方計画 有田技術士事務所

5 安藤　豊 建設 道路  安藤技術士事務所

6 板倉 哲男 建設 土質及び基礎 (株)エステック四国営業所

7 市橋　義治 建設 施工計画、施工設備及び積算 (株)相愛

8 伊藤　綱男
建設
総合技術監理

都市及び地方計画/河川、砂防及び海岸・海洋
　/建設環境
建設－都市及び地方計画 高知工科大学

9 伊東　輝博 建設 道路 四国建設コンサルタント(株)高知支店

10 右城　猛
建設
総合技術監理

土質及び基礎/鋼構造及びコンクリート
建設－土質及び基礎 (株)第一コンサルタンツ

11 内山　俊浩
建設
総合技術監理

河川、砂防及び海岸・海洋
建設－河川、砂防及び海岸・海洋 （一社）四国クリエイト協会

12 浦田　和智 建設 道路 高知県

13 大西　誠一 建設 道路 (株)ロイヤルコンサルタント

14 岡田　知己
建設
総合技術監理

土質及び基礎
建設－土質及び基礎 都市開発コンサルタント(株)

15 岡林　均 建設 土質及び基礎 (株)岡林設計

16 岡林　弘憲 建設 道路 都市開発コンサルタント(株)

17 岡本　哲志 森林 森林土木 (株)森林テクニクス

18 小川　修

建設
上下水道
総合技術監理

土質及び基礎/鋼構造及びコンクリート
下水道
建設－土質及び基礎 四国建設コンサルタント(株)高知支店

19 小澤　修
建設
総合技術監理

都市及び地方計画
建設－都市及び地方計画 (株)宮崎測量設計コンサルタント

20 片岡　聡 建設 施工計画、施工設備及び積算 高知県

日本技術士会　四国本部　高知県支部　会員リスト



氏名 部門 選択科目  勤務先

21 片岡　寛志 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 (株)第一コンサルタンツ

22 上岡　幹夫 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 (株)四電技術コンサルタント高知支店

23 亀田　修二 建設 道路/施工計画、施工設備及び積算
(株)ティーネットジャパン四国支社
高知営業所

24 北川　尚
建設
総合技術監理

道路
建設－道路 (株)アンプル

25 北澤　聖司

建設
環境
総合技術監理

建設環境/河川、砂防及び海岸・海洋
環境影響評価
建設－建設環境 (株)第一コンサルタンツ

26 北村　俊幸 建設 都市及び地方計画 (株)ロイヤルコンサルタント

27 吉良　勉 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 共立工営(株)

28 公文　高志
建設
総合技術監理

鋼構造及びコンクリート
建設－鋼構造及びコンクリート (株)サン土木コンサルタント

29 黒川　修吾 建設 土質及び基礎/鋼構造及びコンクリート (株)アンプル

30 河野　一郎 建設 道路 セントラルコンサルタント(株)

31 國土　新彦
建設
総合技術監理

鋼構造及びコンクリート 
建設－鋼構造及びコンクリート (株)四電技術コンサルタント高知支店

32 小松　博幸
建設
総合技術監理

電力土木
建設－電力土木

33 近藤　春夫
建設
総合技術監理

道路
建設－道路 四国建設コンサルタント(株)高知支店

34 酒井　一宏 応用理学 地質 (株)荒谷建設コンサルタント高知支店

35 佐川　徳和
建設
総合技術監理

施工計画、施工設備及び積算
建設－施工計画、施工設備及び積算 四万十市役所

36 島内　清昭 建設 道路 (有)葉山土木コンサル

37 島内　康男 上下水道 下水道 テクノウェーブ(株)

38 嶋本　栄治 建設 土質及び基礎 (株)第一コンサルタンツ

39 下村　昭司 建設 鋼構造及びコンクリート 大旺新洋(株)

40 白井　大作 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 構営技術コンサルタント(株)

41 鈴木　雅文 建設 トンネル (株)熊谷組



氏名 部門 選択科目  勤務先

42 須内　寿男

建設
応用理学
総合技術監理

土質及び基礎
地質
応用理学－地質 (株)第一コンサルタンツ

43 曽我部　敏彦 建設 道路 （公社）高知県建設技術公社

44 高村　玲 建設 施工計画、施工設備及び積算 （一社）四国クリエイト協会高知支所

45 田口　敏彦 情報工学 情報システム 田口技術士事務所

46 谷　英樹 上下水道 下水道 土佐市役所

47 田村　嘉範 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 (有)ニッケン土木コンサルタント

48 筒井　秀樹
建設
総合技術監理

土質及び基礎
建設－土質及び基礎 (株)高知コンサルタンツ

49 友田　一志 建設 土質及び基礎/鋼構造及びコンクリート 構営技術コンサルタント(株)

50 土居　範昭 応用理学 地質 構営技術コンサルタント(株)

51 中森　育誌 建設 道路 構営技術コンサルタント(株)

52 中根　久幸
建設
応用理学

土質及び基礎
地質 (株)地研

53 中村　和弘 応用理学 地質 木本工業(株)

54 長山　学史 建設 道路 (株)第一コンサルタンツ

55 西川　徹
建設
応用理学

トンネル
地質 (株)第一コンサルタンツ

56 西川　準二 建設 道路 (株)アンプル

57 西田　洋康 建設 道路 (株)アンプル

58 西村　紘寛 建設 道路 (株)第一コンサルタンツ

59 西山　穏 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 ＮＮラントシャフト研究室

60 野口　稔博 建設 道路 都市開発コンサルタント(株)

61 野中　拓 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 構営技術コンサルタント(株)

62 野並　清人
建設
総合技術監理

河川、砂防及び海岸・海洋
建設－河川、砂防及び海岸・海洋 構営技術コンサルタント(株)



氏名 部門 選択科目  勤務先

63 橋口　孝好 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 構営技術コンサルタント(株)

64 橋田　昌久 建設 施工計画、施工設備及び積算 国土交通省

65 橋本　直之
情報工学
総合技術監理

情報システム
情報工学－情報システム 国立大学法人　高知大学

66 畠中　厚夫 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 (株)宮崎測量設計コンサルタント

67 濱田　拓也 建設 道路 (株)第一コンサルタンツ

68 百代　淳一
建設
総合技術監理

施工計画、施工設備及び積算
建設－施工計画、施工設備及び積算 (株)高知コンサルタンツ

69 兵頭　学 建設 鋼構造及びコンクリート (株)第一コンサルタンツ

70 藤目　正男 建設 道路 (株)カイセイ

71 船井　孝誠
建設
応用理学

土質及び基礎
地質 木本工業(株)

72 古谷　修 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 構営技術コンサルタント(株)

73 前　尚樹 建設 港湾及び空港 大旺新洋(株)

74 町田　博一
建設
総合技術監理

土質及び基礎
建設－土質及び基礎 木本工業(株)

75 松尾　保明 建設 土質及び基礎/鋼構造及びコンクリート (株)四国トライ

76 松本　直 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 (株)新晃総合コンサルタント

77 松本　洋一 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 (株)第一コンサルタンツ

78 三谷　祐一郎 建設 鋼構造及びコンクリート 大成建設(株)

79 水口　東洋志 建設 建設環境

80 水田　勝也 建設 土質及び基礎 (株)高知コンサルタンツ

81 水野　隆之 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 構営技術コンサルタント(株)

82 宮崎　洋一 建設 道路 (有)創友

83 宮地　修一

建設
応用理学
総合技術監理

建設環境
地質
応用理学－地質  (株)地研



氏名 部門 選択科目  勤務先

84 宮田　隆弘 建設 都市及び地方計画 宮田建設(株)

85 森　直樹 応用理学 地質 興和技建(株)

86 森田　徹雄 建設 道路 (株)第一コンサルタンツ

87 矢野　史明 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 (株)ワタリコンサルタント

88 山崎　宏教 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 (株)カイセイ

89 山崎　方道 建設 土質及び基礎 (株)セイミツ

90 山本　克彦
建設
総合技術監理

道路/土質及び基礎/鋼構造及びコンクリート
建設－道路 (株)ワタリコンサルタント

91 山本　亮輔 建設 土質及び基礎 (株)地研

92 横山　成郎
建設
総合技術監理

都市及び地方計画/道路
建設－道路 (株)第一コンサルタンツ/高知工科大学

93 吉岡　恵
建設
総合技術監理

河川、砂防及び海岸・海洋
建設－河川、砂防及び海岸・海洋 構営技術コンサルタント(株)

94 吉田　和弘 応用理学 地球物理及び地球化学 (株)マリン・ワーク・ジャパン

95 吉本　祐二 建設 河川、砂防及び海岸・海洋 東山建設(株)

96 和田　晃 建設 土質及び基礎 AGA Corporation Pte.Ltd

97 和田　達夫
建設
総合技術監理

道路/都市及び地方計画/建設環境
建設－道路 (株)サン土木コンサルタント

98 渡辺　仁志 建設 都市及び地方計画 (株)若竹まちづくり研究所
※あいうえお順となっています。
※リストは、日本技術士会への入会・変更届のデータを基に作成しています。
※令和4年4月末時点のデータです。



氏名 部門 選択科目 勤務先

1 青木　亮介 建設 国土交通省

2 安東　憲佑 森林 アジア航測(株)

3 井上　一彦 建設 (有)マルイ設計コンサルタント

4 江村　英人 機械 Ａ．Ｗ．ＣＨＥＳＴＥＲＴＯＮＣＯＭＰＡＮＹ

5 川村　麻菜 建設 都市開発コンサルタント(株)

6 佐竹　陽介 電気電子 高知県立大学

7 澤本　尚徳 建設 高知県

8 下村　克弥 機械 兼松エンジニアリング(株)

9 瀧石　朋大 化学 高知県工業技術センター

10 宮下　耕一 応用理学 住友大阪セメント(株)

11 矢吹　季晋 応用理学 (株)マリン・ワーク・ジャパン

12 山崎　真 森林 高知県立森林技術センター

13 山本　圭介 建設 (株)タカチ測建

14 渡辺　愁太郎 建設 (株)上岡工務店
※あいうえお順となっています。
※リストは、日本技術士会への入会・変更届のデータを基に作成しています。
※令和4年4月末時点のデータです。

日本技術士会　四国本部　高知県支部　準会員リスト（修習技術者）



役職名 氏　名 技術部門 勤　務　先 備　　考

特別顧問 右城　猛
建　設

総合技術監理
(株)第一コンサルタンツ

支部長 河野　一郎 建　設 セントラルコンサルタント(株)

副支部長 小川　修
建設、上下水道
総合技術監理

四国建設コンサルタント(株)

幹事 岡林　弘憲 建　設 都市開発コンサルタント(株)

幹事 片岡　寛志 建　設 (株)第一コンサルタンツ

幹事 佐川　徳和 建　設 四万十市役所

幹事 下村 昭司 建　設 大旺新洋(株)

幹事 曽我部　敏彦 建　設 （公社）高知県建設技術公社

幹事 中根　久幸
建　設

応用理学
(株)地研

幹事 中森　育誌 建　設 構営技術コンサルタント(株)

幹事 西川　準二 建　設 (株)アンプル

幹事 松本　直 建　設 (株)新晃総合コンサルタント

幹事 松本　洋一 建　設 (株)第一コンサルタンツ 事務局長

幹事 横山　成郎
建　設

総合技術監理
(株)第一コンサルタンツ/高知工科大学

会計幹事 筒井　秀樹
建　設

総合技術監理
(株)高知コンサルタンツ

会計幹事 矢野　史明 建　設 (株)ワタリコンサルタント

令和３年７月１日から（順不同）

公益社団法人日本技術士会四国本部高知県支部幹事名簿



活動報告 

令和 3 年度 維持管理エキスパート研修への講師派遣 

四国本部 高知県支部 

事務局長 松本洋一 

MATSUMOTO Yoichi 

１．はじめに 

老朽化する社会資本インフラを適切に維持

管理するためには、「点検」「診断」「措置」「記

録」のいわゆるメンテナンスサイクルを継続

的に行っていくことが重要である。 

高知県においても平成 26 年度から、その

仕組みづくりの一環として、県内建設会社の

現場技術者及び建設系コンサルタント会社の

技術者を対象とした研修会を行い、維持管理

技術の習得と維持管理技術に優れた企業の育

成に取り組んでいる。 

研修会は、高知県と（公社）高知県建設技

術公社が共催し、講師は日本技術士会四国本

部高知県支部から派遣して実施している。 

 対象は、「橋梁」、「トンネル」、「のり面・擁

壁」の3分野である。令和3年度は、「点検」

技術に関する「初級コース」を3回、「診断」

「補修・補強」技術に関する「中級コース」）

を2回開催し、のべ 207 名 の技術者が受講

した。講師は、各分野の維持管理業務に精通

した以下の4名を派遣した。 

分野 コース 氏名 部門・科目 

橋梁 

初級 西村紘寛 建設・道路 

中級 兵頭学 

建設・鋼構造

及びコンクリ

ート 

トンネ

ル 

初級 

中級 
西川徹 

建設・トンネ

ル、応用理

学・地質 

の り

面・擁

壁 

初級 

中級 
市橋 義治 

建設・施工計

画、施工設備

及び積算 

 

２．研修の実施状況 

２．１ 初級研修 

初級研修では、座学として点検のポイント

や作業の流れ等について概説した後、現地で

点検調査の実習を行った。最後に研修の総括

として、重大な損傷を見落とさないための着

目点や留意点について解説した。 

 

初級研修（座学）の研修状況 

 

西村講師（橋梁 初級コース） 

橋梁現地研修（布師田高架橋） 



 

西川講師（トンネル 初級・中級コース） 

 

トンネル現地研修（網川トンネル） 

 

市橋講師（のり面・擁壁 初級・中級コース） 

 

のり面・擁壁現地研修(切土・盛土のり面,擁壁) 

２．２ 中級研修 

中級コースは、構造物の概略点検手法を習

得する初級コースを受講した技術者を対象と

して、構造物の健全度区分や総合評価手法を

習得することを目的に実施したものである。

座学として構造物の変状特性や診断のポイン

ト等について概説した後、現地で損傷調査、

変状図作成等の実習を行った。最後に研修の

総括として、健全性の診断、所見の記載など

現地研修のとりまとめについて解説した。 

 

兵頭講師（橋梁 中級コース） 

 
橋梁現地研修（新国分橋） 

３．おわりに 

昨年度は、コロナ禍によりリモート研修の

併用や上級コースの開催が見送られるなどの

影響があった。過年度に開催された上級コー

スでは以下の内容についても講義している。 

・補修補強技術・工法 

・インフラ維持管理における新技術導入 

・地震によるインフラの損傷 

最後にこのような機会を提供していただい

ている高知県、（公社）高知県建設技術公社の

関係各位に感謝申し上げる。高知県支部では、

今後も支援を継続し維持管理技術の向上に貢

献したい。 



活動報告 

―「令和３年度 高知県支部年次大会」― 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

 令和 3年 6月 25 日に「令和 3年度 高知県支部

年次大会」を高知市内の高知会館で開催した。 

 参加者は、コロナ渦にも関わらず 25 名参加して

いただけた。 

 予定していた第 73 回 CPD セミナー及び公開講

座・防災セミナー・技術士第二次試験合格者祝賀

会については、今般の新型コロナ感染状況に鑑み

開催中止とした。 

２．年次大会内容 

 大会内容は、次の通りである。 

第１号議案 令和２年度 事業報告 

第２号議案 令和２年度 収支決算報告 

第３号議案 令和２年度 監査報告 

第４号議案 令和３年度 事業計画（案） 

第５号議案 令和３年度 収支予算（案） 

その他 

 開催にあたり、河野支部長より挨拶があった。 

 
写真 1 河野支部長の開催挨拶 

 第１～５号の全議案に関し、満場一致で承認さ

れた。 

 

 
写真 2 会場の様子 

 
写真 3 下村事業委員の司会 

３．会報誌と HP について 

 高知県支部設立当初から、各方面から会報誌発

行と HP 作成の要望を受けていたが、事務局の力不

足で応えられていなかった。 

 昨年度から準備をはじめ、関係者・広告協賛企

業、幹事のご協力により、両方とも作成し、“令和

３年度高知県支部年次大会”の開催に合わせ、会

報誌は配付、HP は公開となった。 

 挨拶文・祝辞文をいただいた皆様、協賛広告を

出していただいた企業の皆様、HP 作成および寄稿

文を執筆していただいた幹事の皆様、多忙な中、

ご協力いただいたことに感謝申し上げます。 

―以上― 

四国本部 高知県支部 

芝田 和仁 

SHIBATA Kazuhito 



活動報告 

―「令和元・２年度技術士第二次試験合格者祝賀会（高知会場）及び 

第 73 回 CPD セミナー・公開講座・防災セミナー」― 

 
１．はじめに 

 令和 3 年 11 月 19 日に「令和元・２年度技術士

第二次試験合格者祝賀会（高知会場）及び第 73

回 CPD セミナー・公開講座・防災セミナー」を高

知市内の高知会館で開催した。 

新型コロナウィルス感染拡大により祝賀会の開

催は 2年ぶり、セミナー・講座については 6月開

催予定を延期しての開催であった。開催当日時点

で高知県の感染患者数はゼロ、県の対応ステージ

は 5 段階の一番下となる感染観察の状況に落ち着

いており、無事開催の運びとなった。当日は、受

付での検温や参加人数を会場収容人数の半分程度

とし、座席間隔を十分確保するなど感染対策に留

意して行った。参加者数は、セミナー・講座 46

名、祝賀会 37 名と盛会であった。 

２．開会 

 開会の挨拶は、四国本部の河野一郎副本部長が

行った。 

 四国本部の紹介は、司会を務める下村昭司事業

委員が行った。 

 四国本部の紹介の最後に、令和元・2 年度技術

士試験の合格者 7 名が紹介され当日出席した 6 名

が壇上に上がり紹介された。一人一人自己紹介が

あり、所属企業や職務内容、今後の抱負等の話が

あった。部門内訳は、建設 6 名、衛生工学 1 名で

あり、うち 6 名は既に日本技術士会に入会済みで

ある。 

 伊藤輝博青年技術交流委員より、青年技術士交

流委員会の活動報告があった。 

 高知県の青年技術士交流委員にも 3 名の若手新

規合格者が加わり懸案であった委員の若返りが図

れたことは、今後の活動の弾みとなる。 

 
写真 1 河野副本部長の開会挨拶 

 
写真 2 四国本部の紹介（下村事業委員） 

 
写真 3 新規合格者 6 名登壇 

四国本部 高知県支部 

事務局長 松本 洋一 

MATSUMOTO Yoichi 



３．防災セミナー 

 「２３災害の被災地支援で学んだ現場力」と題

して山崎 水紀夫氏（さんすい防災研究所 代表）

にご講演をいただいた。 

 山崎様は、2012 年九州北部豪雨災害、2016 年

熊本地震など、多くの災害現場で災害ボランティ

アとして活動され、災害ボランティアセンターの

運営アドバイザーを務められている。被災地支援

の最前線で活動された経験に基づく貴重なご講演

であった。発災後の活動は、計画に縛られず現場

重視の OODA（ウーダ）ループの実践が迅速な意

思決定に有効であり、最重要は情勢判断

（Orientation）であるとの言葉が印象に残った。 

 

写真 4 山崎氏による防災セミナー 

４．公開講座 

 公開講座は、「高知で初めて（？）ワインの挑戦」

と題して梶原 英正 氏（井上ワイナリー株式会社）

にご講演いただいた。まず高知での石灰事業の歴

史や、高付加価値、軽量、ニッチ、開発型の企業

風土を目指す井上石灰工業（株）のご紹介があっ

た。果樹類の薬剤として普及した自社製品の海外

展開を通じて、ブドウ栽培の知見や自社農薬の強

みを活かして高知でワイン造りの事業化を始動し

た。2012 年に畑の開墾から初め、TOSA ワインの醸

造に至るまでのご苦労についてお話いただいた。 

 今後はワイン作りを通じて観光振興、雇用創出、

地域貢献を目指し高知のひとに愛される、「おらん

くのワイナリー」を目指すとのことであった。「鰹

のタタキに合うワイン」を是非賞味してみたい、

そう思わせられる興味深いご講演であった。 

 

写真 5 梶原氏による公開講座 

５．CPD セミナー 

 CPD セミナーは、「近自然の川づくり」と題して

有川 崇 氏（近自然河川研究所 代表）にご講演い

ただいた。有川氏は、（株）西日本科学技術研究所

在職中に故・福留脩文氏のもとで近自然（多自然）

の川づくり業務に従事された。会社独立後も天竜

川や物部川など県内外で多自然(型)川づくりの第

一人者として活躍されている。これらの事例を元

に水中（瀬・淵）の再生事例を非常にわかりやす

く講演していただいた。会場からも多く質問があ

り活発な議論が展開された。 

 

写真 6 有川氏による CPD セミナー 

６．技術士二次試験合格者祝賀会 

 四国本部の豊崎裕司事業委員長の開会挨拶、合

格者紹介、河野一郎副本部長の乾杯で祝賀会が開

宴した。高知県支部でもこのような形での宴会は

久しぶりであり、感染対策に配慮しつつ新たな合

格者の祝賀、交流の時間を楽しむことができた。 



 

写真 7 豊崎事業委員長の開会挨拶 

 

写真 8 河野副本部長による乾杯 

 

写真 9 祝賀会開催状況 

 

写真 10 天羽防災委員長の閉会挨拶 

７．おわりに 

 新型コロナウィルスの影響により開催が危ぶま

れたが、感染の落ち着きによりセミナー・講座・

祝賀会を無事に終えることができた。開催にご協

力いただいた関係者の皆様、後援いただいた（一

社）建設コンサルタンツ協会に感謝申し上げる。 

また、今回ご講演いただいた 3名の講師におか

れては、いずれも非常に興味深い内容で聴講者に

とって有意義な時間であったと確信している。こ

の場をお借りして感謝申し上げる。 

 今後も、社会情勢を鑑みて感染症対策などに配

慮し、より良いセミナー・公開講座の開催に努め

る所存である。 

                 －以上― 



事務局便り 

高知県支部では、設立 3 年を迎えた 2021 年 6

月に支部会報「PE こうち」を創刊いたしました。 

この度、第 2 号を発刊できる運びとなりました。

協賛いただきました企業各社、ご協力いただきま

した関係各位に感謝申し上げます。 

新型コロナウィルス感染拡大により、当支部に

おいても CPD セミナー・公開講座・防災セミナー

の日程変更を余儀なくされるなど、影響を受けた

一年でした。しかしながら、感染が下火となった

11月には2年ぶりに合格者祝賀会を開催するなど、

以下の活動を継続することが出来ました。 

1. 総会等の開催 

１）（公社）日本技術士会四国本部との共催事業  

① 高知県支部総会 

 開催日時 令和 3年 6月 25 日(金) 

 開催場所 高知会館 

 参加者 25 名 

② 第 73 回 CPD セミナー・公開講座・防災

セミナー 

 開催日時 令和 3年 11 月 19 日(金) 

 開催場所 高知会館 

 参加者 49 名 

CPD セミナー：有川 崇氏 

公開講座：梶原 英正氏 

防災セミナー：山崎 水紀夫氏 

③ 「令和元・2 年度技術士第二次試験合格

者祝賀会（高知会場） 

 開催日時 令和 3年 11 月 19 日(金) 

 開催場所 高知会館 

 新規合格者 7名（6 名出席） 

 参加者 37 名 

④ 第 27 回青年技術士交流会 

 開催日時 令和 3年 4月 17 日(土) 

 参加者 28 名  講師：八田 大輔氏 

⑤ 第 45 回修習技術者支援セミナー 

 開催日時 令和 3年 12 月 17 日(金) 

 参加者 13 名  講師：谷本 陽一氏 

2. (公社)日本技術士会四国本部高知県支部

会報［ＰＥこうち］の配布 

 創刊号、令和 3 年 6 月発行、7 月配付、

部数：400 部(官公庁及び会員) 

3. 令和 3年度維持管理エキスパート研修会の

講師派遣 

派遣講師 

 法面：【初級・中級】市橋 義治氏（相愛） 

 トンネル：【初級・中級】西川徹（第一

コンサルタンツ） 

 橋梁：【初級】西村紘寛（第一コンサル

タンツ）【中級】兵頭学（第一コンサ

ルタンツ） 

4. 第 21 回高知県建設技術研究発表会への審

査員派遣 

 審査員 事務局長 松本洋一 

5. 役員会の開催 

 Web 会議を含め 3 回の幹事会を開催 

 

高知県支部設立に尽力された芝田前事務局長か

ら引き継ぎを受けて、令和 3年 7月 1 日から事務

局長を務めさせていただき、はや 1年になります。 

四国本部をはじめ技術士の関係各位には、多大

なご指導・ご支援をいただき御礼申し上げます。 

高知県支部では、高知県における産業発展や防

災などの課題解決に技術的側面からの貢献を果た

すため、活動を継続していきます。また、会報や

ホームページ、開催事業等を通じて、当支部や会

員等の技術活動を広く発信していきたいと考えて

います。 

今後も皆様のご支援・ご協力をいただきますよ

う宜しくお願い致します。 

 

令和 4年 6月吉日 

事務局長 松本洋一 
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本　社：香川県高松市福岡町三丁目11番22号
電　話：087‐813‐2660（代表）
営業所：高松／徳島／松山／大洲／高知／四万十
https://www.cm-shikoku.co.jp

私たちは、地域の人々の
生活に欠かせない河川やダム、
道路等のインフラ整備事業等の

サポートを行っており
社員ひとりひとりが、

高い社会貢献意識と誇りを持ち
業務に従事しています。

„
四
国
の
未
来
を
つ
く
る
お
手
伝
い
“

そ
れ
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す

■平成25年設立　■従業員493名（令和4年4月現在）　■建設コンサルタント／補償コンサルタント／労働者派遣事業

「共に未来をカタチに」Let’s work together
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